



日 ・米 の コ ン ピ ュ ー タ産 業
新 井 光 吉
〈 目 次 〉
は じめ に
1コ ン ピ ュー タ産 業 の 成 ±1_
[1]コ ン ピ ュ ー タ産 業
[2]コ ン ピュ ー タ産 業 の発 展
n米 国 の コ ン ピ ュ ー タ産 業
[1]IBMのPCS支 配
[2]IBMの 市場 制 覇
[3]IBM帝 国




Nダ ウ ンサ イ ジ ン グ
[1]マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ー の 出 現
[2]パ ソ コ ン革命
[3]IBMの 衰 退
[4]日 本 の パ ソ コ ン産 業
む す び
は じめに
思 えば,私 が電子立国 日本 の成功謂 を書 こうと筆 を執 ったの は確 か80年 代
末頃 の ことである。私 の電子工業研究 も本稿 の脱稿 を もって一区切 りを迎え る
が,僅 か7～8年 の間に,当 初 の意 図 とは違 って 日本電子工業 の衰退傾向 にっ
いて まで言及 しなければな らな くなるとは予想外 の ことだ った。80年 代末 には
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日本 の電rL業 は既 に ピー クをす ぎ,下 降線 を辿 りっつ あ ったの だが,「 ミネル
バの 聚」 の よ うにそ の事 実 に気 づ いた の はか な り後 の こ とで あ る
。
また,コ ンピュー タ産 業 の歴 史 を振 り返 って 見 れ ば,「 成功 の 下 に久 しく居 る
べ か らず」 とは いい なが ら,成 功 の下 に安 住 し,挑 戦 す る精 神 や 活 力 を失 って
衰 退 して行 った無 数 の有 名企 業 の墓碑 名 を思 い浮 か べ ざ るを得 な いの で あ る。
占来,「 勝 者敗 因 を秘 め る」 といわ れ るよ うに,成 功 はそ の 内 に衰退 の芽 を蔵 し
て い る もの ら しい。例 え ば,IBMが 業 界 にお け る覇権 を失 うな ど とい った事態
はお よそ想像 し難 い ことだ ったが,同 社 は急 速 な技 術 革 新 の方 向 を見 誤 り,ダ
ウ ンサ イ ジ ン グの 荒 波 の 中 で 圭 導 的 な地 位 を 完 全 に喪 失 して しま った ので あ
る。 日本 の コ ンピュー タ ・メ ーカ ー も80年 代 まで にハ ー ドウ ェ ア面 でIBMに
追 い付 くほ どの躍 進 を遂 げた が,や は りダ ウ ンサ イ ジ ングの波 に うま く対応 で
きず,パ ソ コ ン業 界 の 世界 的 な再編 成 の中 で脇 役 の座 に 甘ん じざ るを得 な い状
況 にあ る。
そ こで,本 稿 は米 国 の コ ンピュ ー タ産 業 を 中心 に,日 本 の コ ン ピュー タ産 業
を比 較 の対 象 と して取 り上 げ な が ら,そ の盛 衰 につ い て 考 察 す る こ と に した
い。 まず,IBMが 後 発 メ ー カ ーに もか か わ らず如 何 に して米 国 の コ ン ピュー タ
産 業 を制覇 して行 った のか,そ の過 程 と理 由 を解 明 す る。 ま た,ガ リバ ー と化
したIBMが なぜ ダ ウ ンサ イ ジ ングへ の対 応 に失 敗 して衰 退 し,パ ソ コ ン戦 国
時 代 と呼 ば れ る よ うな 状 況 を生 み 出 す こ と に な った の か を検 討 した い。 さ ら
に,日 本 の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー が ど の よ う に してIBMへ の キ ャ ッチ ・
ア ップに成功 し,し か る後 に ダウ ンサ イ ジ ングへ の対 応 に失敗 した のか を分 析
す る こ とに した い。
今 や 日本 で も,電 子 工業 にお け る民生 用 電 子(家 電)機 器 の比 重 が低 下 し,コ
ン ピュー タ産 業 の比 重 が 急速 に高 ま って い る。 しか も,コ ン ピュー タは半 導体
ICの 最 大 の ユ ー ザ ー で もあ り,そ の国 際 的 優位 の有 無 は電 子 工 業 全体 の 将 来
に も大 きな影響 を及 ぼ さ ざ るを得 な い。 だが,米 国 の コ ン ピュー タ産 業 が業 界
再編 成 とい う混 乱 の中 で む しろ活 力 を高 めて い る一 方 で,日 本 は米 国 のみ な ら
ず 台湾 な どの ア ジァ諸 国 の メー カ ーに対 して もっぱ ら守 勢 に立 た されて い る と
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い って よ い。 本 稿 は この よ うな事 態 に 立ち至 った原 因 を 考察 す る際 の一 助 と も
な る もの と思 わ れ る。
1コ ン ピ ュー タ産 業 の成 立
[1]コ ン ピ ュー タ産業
コ ンピュ ー タが1っ の産 業 と して成 、乞す るに至 ったの は1951年 頃 の こ とで
あ る。 もち ろん,日 本 で は これ よ りさ らに10年 ほ ど遅 れ,よ うや く60年 頃 に
コ ン ピュー タ産 業 が成 、ヱした といわ れ て い る。
それ ゆ え,コ ンピュー タの製 造 は第2次 大 戦 頃 まで 計 画 され る こ と もな か っ
たが,穿 孔 カー ド式統 計 機 械 が既 に1g世 紀 末 頃か ら広 く普及 して いた。この種
の統 計機 械 は1880年 に米 国 のH.ホ レ リス に よ って国 勢調 査 用 に考案 され た も
の が最 初 の もの と され て い る。 ホ レ リスの 会社 は1911年 に コ ン ピュ ー テ ィ ン
グ ・タ ビュ レーテ ィング ・レコー デ ィ ング社(CTR,後 にIBMと 改称)に 吸 収 さ
れ,そ の1部 門 とな った。J.パ ワー ズ もま た1907年 に新 しい統 計機 械 を作 って
売 り出 したが,20年 代 末 に はや は り レ ミ ン トン社 に 買収 され て い る。 と もあ
れ,こ れ ら穿 孔 カ ー ド式統 計 機(PCS)は コ ンピュー タが 出現 す る まで の間,事
(1)
務機 械 化 の花形 と して長 ら く君 臨 したの で あ る。
これ に対 して ハ ーバ ー ド大学 のH.エ イ ケ ンは1937年 に電 気式 自動計 算 機 の
研 究 に着 手 し,IBMの 協 力 も得 な が らPCS技 術 を使 って44年 に マ ー一ク1を
完 成 させ た。 しか し,こ の マ シ ョ ンはIBMの 標準 部 品 を使 い,一 部 に リレー
(継電器)や ク ラ ッチを用 いて い たが,あ くまで も機 械 式 で あ り,そ の動 作 が紙
(2)
テ ー プ で 指 示 さ れ る とい っ た水 準 の もの で あ った 。
そ の た め46年 に誕 生 した エ ニ ア ッ ク(ENIAC)こ そ が 電 子 式 デ ジ タ ル ・コ ン
ピ ュ ー タ の 礪 矢 と い う こ と が で き る。 こ の マ シ ョ ン は ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア大 学
ム ー ア ・ス ク ー ル(電 子 工学部)のJ.P.エ ッカ ー トとJ.モ ー ク リー が 開 発 した
真 空 管 式 コ ン ピ ュ ー タ で,17,468本 の 真 空 管(16種 類 の 型)と1,500個 の リ
レー,7万 個 の 抵 抗 器,1万 個 の蓄 電 器,6,000個 の ス イ ッ チ を 使 い,174kwも
の 電 力 を 消 費 した 。 ま た40個 も の 配 電 盤 の 熱 を 冷 や す た め に空 調 装 置 が 取 り
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付 け られ て い た とい う。 エ ニ ア ックは1,800平 方 フ ィー トの場 所 を 占領 し,機
械 の全長 は100フ ィー ト,高 さが10フ ィー ト,奥 行 が3フ ィー ト,そ して重 さ
が30ト ン とい う巨大 な装 置 で あ った。 しか もプ ロ グ ラ ム は多 くの ス イ ッチ を
セ ッ トした り,プ ラ グで接 続 す る こ とに よ って読 み込 ませ な けれ ば な らな か っ
た の で,計 算手 順 の変 更 は大 変 な作 業 とな った。だが,加 算 は0.8ミ リ秒(ミ リ
秒=1000分 の1秒),乗 算 は2.8ミ リ秒 、 除 算 は24ミ リ秒 で 実 行 す る こ とが で
き,弾 道 も1つ 当 た り僅 か30秒 で計算 で きた といわ れ る。 いず れ にせ よ,エ ニ
ア ッ クが それ まで の どん な計 算機 よ り も精巧 で高 性 能 で あ った こ と は聞違 いな
く,世 界最 初 の汎 用 計算 機 と して コ ン ピュ ー タ時代 の幕 を切 って落 とす こ とに
(3)
な った ので あ る。
次 いで,45年 に は プ ロ グ ラム内蔵 方式(計 算の手順を数値 と同 じ形状で記憶装置
の中に蓄え る)が フ ォ ン ・ノ イ マ ンに よ って提 唱 さ れ、 エ ニ ア ックの製 作 に携
わ った グル ー プが ノイ マ ンの指導 を受 け なが らエ ドバ ック(EDVAC)と い う名
称 の コ ン ピュ ー タを開発 す る ことに な った。 これ は メ モ リ(記 憶装置)に 水 銀 遅
延 管 を用 いた プ ログ ラム内 蔵方 式 で あ った ばか りで な く,コ ンピュ ー タ内部 で
数 値 を表 す の に初 め て2進 法 を採 用 した点 で も画期 的 な もの と され て い る(因
みに,エ ニア ック最大の問題点はメモ リの欠如 にあった)。 しか し,エ ドバ ックの完 成
が50年 まで遅 れ た た めtこ の間 に ムー ア ・ス クー ル の コ ン ピュー タ講 座 に参
加 して イ ギ リス に帰 国 した ケ ンブ リッ ジ大 学 のM.ウ イ ル ク スが49年 に エ ド
バ ックよ り も一 足 先 に エ ドッサ ク(EDSAC)を 完 成 し
,世 界 初 の プ ログ ラ ム内
蔵 式 コ ン ピュー タと して の栄 誉 を勝 ち得 る こ とにな ったの で 認 。
しか しなが ら,こ の よ うな経 緯 をへ て誕生 した コ ンピュー タは米 国 で最 初 に
商業 化 され る こ とに な った。例 え ば,エ ニ ア ックを完 成 させ た エ ッカ ー トは46
年 に大 学 を離 れ,エ ッカ ー ト ・モ ー ク リー ・コ ン ピュー テ ィ ング会 社(EMCC)
を設立 し,商 業 用 コ ンピュ ー タの企業 化 を試 み た。 しか し,EMCCは 経 営 能 力
の欠如 や 内部対 立 か らた ち ま ち資 金 不足 に陥 り,50年2月 に レ ミン トン ・ラ ン
ド社(後 のスペ リー ・ラン ド社)に 買 収 され,そ の子 会社 とな った。 エ ッカ ー トは
商業 機 の開発 を続 けy51年 に ユ ニパ ック1(UNIVAC-1)を 完成 させ て セ ンサ
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ス局 に引 き渡 し,世 界 で初 めて コ ンピュ ー タの商 品化 に成 功 した ので あ る。
ユ ニパ ック1は 記 憶 装 置 に水銀 遅 延 管 を使 用 して12桁 の文 字 を1,000個 も
蓄 え る ことがで き,真 空 管 の数 も大 幅 に減 ら し(エ ニアックの1万s`111本 に対 し
て5,000本),機 械 の小 型 化 を 図 る こ と に も成 功 した(メ イ ン ・プロセ ッサ ーは
14.5×7.5×9フ ィー ト)。また入 出力 には磁気 テ ー プ ・シ ステ ムが使 わ れ,1つ の
リー ル(幅2分 の1イ ンチ,厚 さ0.001～o.oa3イ ンチで1巻 の リールは1,200フ ィー一ト
のテープか らなる)に はパ ンチ カー ド何十 万 枚 分 に も相 当す る100万 字 以上 を記
憶 す る こ とが で きた。 しか も毎秒7,200の 十 進 数 の読 込 みが可 能 で,従 来 の ど
の コ ン ピュー タよ り もは るか に高速 で,加 減 算 を0.5ミ リ秒,乗 算 を2ミ リ秒
で処 理 し うる当時 世界 最 高 の マ シ ンで あ った とい って よ い。
この た め ユ ニ パ ック1は 商 業 的 に も大 成 功 を収 あ,レ ミン トン ・ラ ン ドが
50年 代 初 め に コ ンピ ュー タ市 場 で優 位 に立 つ原 動 力 とな った。特 に52年11月
の大統 領 選 挙 で は,ユ ニパ ック1は 開票 途 中 にD.ア イゼ ンハ ワー の大勝 利 の
予 想 を見事 に的 中(僅 か1%の 誤差で得票数を予想)さ せ て,そ の名声 を不動 の も
の に した。 レ ミン トン ・ラ ン ドは52年 末 まで に3台 を政 府 に納 入 し,最 終 的 に
は46台 の ユ ニパ ック1を 製 造 す る こ と に な った の で あ る。 だ が,レ ミン ト
ン.ラ ン ドの コ ン ピュー タ部 門 は僅 か2年 の うちに大混 乱 に陥 り,大 きな痛 手
(5)
を被 る とい う米 国 ビ ジネ ス史 上 で も最 大 の失 敗 を犯 す に至 るので あ る。
とはいえ,50年 代 初頭 に お いて は レ ミン トン ・ラ ン ドの競争 相 手 は未 だ眠 り
か ら 目覚 め て は い なか った。 強敵 のIBMは オ フ ィス用 事 務 機 器 の分 野 で こそ
優 位 を 占め て は いた もの の,ト ー マ ス ・ワ トソ ン1世 は コ ンピュ ー タの未来 に
関 して は依然 と して甚 だ懐 疑 的 だ った。 とい うの も,穿 孔 カ ー ド機 と巨大 な コ
ン ピュー タは全 く別 の領 域 に属 して い るので,コ ン ピュ ー タ はIBMの 営 業活
動 に何 の イ ンパ ク トも及 ぼす ま い と考 え て い たか らで あ る。 た とえ コ ン ピュー
タ革 命 が科 学 界 を席捲 しよ うと も,会 社 の経 理部 で は穿孔 カー ド機 が相 変 わ ら
ず主 役 で在 り続 け るだ ろ う と見 て い た ので あ る。 しか し,ワ トソ ン2世 はIBM
の ビ ジネ スの核 心 が単 な る穿 孔 カ ー ドに あ るの で はな くデ ー タ処 理 に あ る と考
Cs)
え,特 に電 子 回路 の 高速性 に強 烈 な印象 を受 けて い た。そ して,っ い にIBMも
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朝 鮮戦 争 勃 発後 コ ンピュー タの生 産 に踏 み切 った。 この時 に企 画 され た マ シ
ンは全 て の国防 関連 用途 に対 応 で き るよ うな汎 用 コ ン ピュー タで,戦 争 努力 に
は必 須 の装 置 と い う ことでIBM重 役 陣 の反 対 の声 もな く開 発 が 進 め られ
,52
年4月 にIBM701と 改 名 され,IBM製 コ ン ピュー タの第1号 とな った の であ る
(IBM701の 完成 は52年12月,発 表は53年)。
こ う して戦 後 コ ン ピュー タ産 業 の 巨人 と して業 界 に君 臨 し,コ ン ピュ_タ
産 業 の歴 史 そ の もの と い って もよ いIBMの コ ンピ ュー タ時代 が 開 幕 す る こ と
に な るの で あ る。そ こで,早 速 にIBMの 市場 制 覇 の過 程 を検討 すべ き と ころで
あ るが,そ の前 に まず戦 後 にお け る米 国 コ ン ピュー タ産 業 の発 展過 程 を概 観 し
て お くこ とに しよ う。
[2]コ ン ピ ュー タ産 業 の発 展
戦後 米 国 の コ ン ピュー タ産 業 は世 界市 場 に お いて圧倒 的 な優位 を誇 って き
た。1960年 代 後 半 に米 企 業 の コ ン ピュ ー タ生 産 は西 側 諸 国全 体 の95%に 達 し
,
海 外 市 場 で も全 体 の80%前 後 の シ ェ アを維 持 し続 けた の で あ る(例 えば第1表
を参照)。
この よ うに米 国 の コ ン ピュ ー タ産 業 が急 速 な発 展 を遂 げ た理 由 は
,1っ に は




ア メ リ カ 99.8 99.5
イ ギ リ ス 20.5 55.4
フ ラ ン ス 50.9 fi5.5
ド イ ツ 75.5 78.3
イ タ リ ア 79.E }
オ ラ ン ダ 55.0 s7.o
ベ ル ギ ー ,
ル クセ ンブル グ 63.4 刻一{
(資料)『 電 子 工業年鑑1969』246頁 。
ピュー タの研究開発 に占める政府資
金の割 合 は特 に初期 にお いて は極 め
て高か ったが,1965年 において も全
研究開発費 の50%を 占めていたとい
われ る。
む ろん,コ ンピュー タに対 す る政
府調達 が非常 に大 きか った点 も重要
であ る。政府機関 の コ ンピュー タ利
用 は国 勢調 査 局 が1951年 に統 計業
務用 に導入 したのを嗜矢 と して次第
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に増加 し,第2表 の よ うに60年 に531台(国 内設置台数の10%),68年 に4,232
台(同9%)と 激 増 して い る。しか も,62年 ～68年 に は政 府調 達 の3分 の2か ら
4分 の3が 国 防省 に よ って 占め られ て い た。 っ ま り,米 国 コ ン ピュー タ産 業 の
第2表 米国連邦政府のコンピュータ設置台数 (単 位=台)
暦 年 1950 1951 1952
セ1953
1954 1955 1956 1957 1958 1959 1960
設置台数 2 3 5 7 10 45 90 160 250 403 531
暦 年 1961 1962 19fi3 1964 1965 19ss 1967 1968














(資 料)『 電 子 工 業 年 鑑1971-72』294頁 。
{P国 防 省 使 用 台 数 は 米 海 指 令 シ ス テ ム 支 援 活 動 局 報 告
(2)1968,1969年 の 設 置 台 数 はGSA(GenerlServiceAdministration)発 表 の 年 内 設 置
台 数 で あ る。 な おGSAは4,620台(1969年)の う ち637台 はNASAの 利 用 台 数 で あ り,
そ の 運 用 費 は,540億 円 に の ぼ っ た と報 じ て い る 。






台 数 シェア(%) 台 数 シェア(%) 台 数 シェア(%)
xDs 0 0 14 0.6 229 4.3
ユ ニ パ ッ ク 55 14.3 488 20.1 1,198 22.7
NCR 7 1.3 195 8.1 321 s.1
-


















バ ロ ー ズ 55 10.4 161 s.7
そ の 他 121 22.8 161 6.7
一 皿
72軋 」3.8

















































(資料)『 電 子工 業年鑑1977』284頁 。
(注)1975年 のNCRは その他 に含 めて いる。
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発展 は政 府 調 達,就 中軍 需 と密接 に結 び付 いて い た といえ るので あ る。 政府 調
達 の役 割 は特 に発 展段 階 の初 期 にお いて極 めて 大 き く,実 際 に50年 代 前 半 に
は他 の需要 はほ とん ど皆 無 で あ った とい って よ い。 この間 の事 情 は第3表 に も
明 らか で、 連 邦 政府 の メ ー カー別 保有 コ ン ピュ ー タ台 数 を見 れ ばy政 府 調達 に
対 す るrの 依 存度 の ほ ど も思 い半 ば に過 ぎるで あ ろ う。 もち ろん,政 府 調 達
にお け るIBMの シェ アは70年 代 に は大 き く低 下 し,代 わ って ユ ニ パ ック,次
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(資料)『 電 子工 業年鑑1977』305頁,『 電子 工業年鑑1975』313頁 ,r電F工 業年鑑197H2』295
頁 より作成。
0318) 日 ・米の コ ンピュー タ産業9
この よ うに米 国 の コ ンピュー タ産 業 は軍 需 を 中心 とす る政 府 調達 によ って育
成 されて きた が,60年 代 に入 る と民 需 に よ って一 層 の発 展 を遂 げた。 この時 期
に至 って よ うや く,米 企 業 は コ ン ピュ ー タに 巨額 の投 資 を行 い得 るよ うに な
り,マ ー ケ ッ トもま た 大 き く拡 大 す る こ と に な った の で あ る。 む ろ ん,コ ン
ピュー タ製 造 に必要 と され る電 子 部 品製 造 技術 が米 国 で 十分 に確 立 され て い た
(7)
こ と も重 要 で あ っ た 。
と こ ろ で,米 国 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 出荷 高 は 第4表 の よ うに1955年 の6,500
万 ドル(150台)か ら60年 の7.2億 ドル(2,200台),65年 の24億 ドル(7,400台)
と驚 異 的 な成 長 を 遂 げ て い る。 特 に66年 以 降 に は第3世 代 コ ン ピ ュ ー タ(IBM
システ ム/360)が 完 全 に 軌 道 に乗 り,出 荷 高 の 増 加 を 更 に加 速 させ る こ と に な っ
た 。 も っ と も,汎 用 コ ン ピュ ー一タの 出 荷 高 は69～70年 と74～75年 に 落 ち 込 ん
で い るが,こ れ はIBMの シ ス テ ム/360や シ ス テ ム/370が 世 代 交 代 期 を 迎 え
第5表 米国 系企業 の特殊 用 コ ン ピュータ出荷 高
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(g}
た た め で あ っ た。 ま たr特 殊 用 コ ン ピ ュ ー タ(主 と して買取 りベ ー スで取 引 され る
ミニ コ ンや中規模 コス ト特 殊 コ ンピュー タ(プ ロセ ス制御用))は 第5表 の よ うに 出 荷
第6表 米国 の主要 メー 力別 設置 比率(単 位:%)
1962年8月 1964年1月 1964年9月 1965年11月 1966年11月 1967年11月
設置総額(億 ドル) 40 58 fi5 77 101 19fi
IBM 71 7s 74 71 71 70
ユ ニ パ ック 12 s 7 7 7 7
ハ ネ ウ ェル 2 2 2 5 5 6
CDC 3 3 4 4 4 4
RCA 4 4 4 4 3 3
GE 2 2 3 3 3 3
バ ロ ー ズ 2 2 2 3 3 3
NCR 2 2 3 1 2 2
そ の 他 1 2
{
2 1 2 3
(資 料)『 電 子工業年鑑1969』252頁 。
第7表 米国 コンピュータ企業の出荷額 シェア(世 界市場)(単 位
iass 19s7 Sri 1969
IBM ss 73 72 69
ブ ラ コ ン(PCM)ω
ハ ネ ウ ェ ル(2) 7 5 5 5
GE(2) 5 4 4 4
睡
凶
ユ ニ パ ッ ク(3) 5 6 5 6
RCA(3) 3 3 3 3
バ ロ ー ズ 2 2 2 4
cDc 5 3 4 4















































































(資 料)『 電 子 工 業 年 鑑1971-72』295頁,『 電 子 工 業 年 鑑1975』315頁
,『 電 子 工業 年 鑑1977』306
頁 よ り作 成 。
(a)は0.5%未 溝 。(1}IBM互 換 機 メ ー カ ー,(2?1970年10月 ,ハ ネ ウ ェ ル とGEの コ ン ピ ュ ー
タ部 門 が 合 併 し,ハ ネ ウ ェ ル ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム ズ(HIS)と な る
,(3>1971年
以 降RCAの コ ン ピ ュ ー タ部 門 は ユ ニ パ ッ ク に 買 収 ,(4)XDSは69年 にSDSを 買 収 。
(316) 日 ・米 の コ ン ピ ュ ー タ産 業11
台 数 で は急 速 に伸 び続 けて い る もの の,出 荷 額 で は71年 に落 ち込 ん で い る。こ
れ は景 気後 退 の影響 と同時 に ミニ コ ンの大 幅 な コス トダウ ンに伴 う価格 低下 を
強 く反映 して い るので あ る。
次 に企 業 別 の動 向 を一瞥 して お く と,企 業 別 コ ン ピュー タ設 置 比 率 は第6表
の よ うにな って い る。首 位 のIBMが64年 の76%を ピー クに,ま た2位 の ユ ニ
パ ッ ク もほ ぼ一 貫 して シ ェ アを落 と して い る の に対 して,ハ ネ ウ ェル とCDC
が や や 善 戦 して い る。 ま た、企 業 別 の 出 荷 額 状 況 を見 て もY第7表 の よ うに
IBMは67年 の73%を ピー クに75年 の58%へ とや は り シェ アを後 退 させ て い
第8表 世界の企業別コンピュータ設置状況(金 額,単 位=%)
企 業 別 1970年1月1日 1971年 末 1974年 末 1976年 末
〈米 国 企 業〉 82 91 85 83
IBM 58 61 58 58
ハ ネ ウ ェ ル 3 8 9 6
GE(b) 5
ユ ニ パ ッ ク 7 7 7 6
バ ロ ー ズ 2 4 4 5
CDC 3 3 3 3
NCR 2 2 2 2
DEC 1
ゼ ロ ッ ク ス 1
そ の 他 2 5 2 1
〈欧 州 企 業〉 12 4 6 6
ICL(イ ギ リス) 7 3 3 3
シ ー メ ン ス(ド イ ツ) 3 1 2 2
CII(フ ラ ンス) 1 (a) 1
フ ィ リ ップ ス(オ ラ ン ダ) 1 (a) (al
そ の 他 1 (a) 1 1
〈日 本 企 業〉 6 3 4 6
〈そ の 他〉 0 2 6 6
lOO(108) 100(471) 100(591) 100{822)
i
(資 料)『 電 子 工 業 年 鑑1971-72』291頁,『 電 子 工 業 年 鑑1977』284頁,「 電 子 工 業 年 鑑1979』410
頁 よ り作 成 。 カ ッ コ内 は 設 置 額 で,単 位 は1億 ドル 。(a)は0.5%未 満 。(b170年10月,ハ ネ
ウ ェ ル はGEの コ ン ピ ュ ー タ部 門 と 一緒 に な り新 会 社 ハ ネ ウ ェ ル ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ
ス テ ム ズ(HIS)と な る 。
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る。 さ らに70年 代 初 め にGEの コ ン ピ ュ ー タ部 門 を 買 収 した ハ ネ ウ ェ ル や
,
RCAの コ ン ビ"_タ 部 門 を買 収 した ユ ニ パ ッ ク も そ の 後 は 停 滞 に陥 っ て い る
。
そ う した 中 で,DECは ミニ コ ン事 業 を 中 心 に70年 代 に 入 っ て か ら急 速 な成 長
を 遂 げ た 。売 価 換 算 額 で は,汎 用 コ ン ピ ュ ー タが78年 末 に 米 国 で 使 用 され て い
た コ ン ピ ュ ー タ575億 ドル(41万 台)の う ち487億 ドル を 占 め て い た の に対 し
て・ ミニ コ ン は僅 か67億 ドル に す ぎな か っ た が,台 数 ベ ー スで は,約7割 の28
万 台 を 占 め て5.8万 台 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ を 大 き く凌 駕 して い た(残 りの21億
ドル(7.2万 台)は 事務 用超小 型(SBC)と 制御専 用の コ ンピュー タ)
。
そ こ で,ミ ニ コ ンの 国 内 企 業 別 シ ェ ア を見 る と,76年 末 で は ,DECが31%
を 占 め て 首 位 で,以 下 はDG(16%),HP(10%),GA(8%),CAI(8%) ,マ イ
ク ロ デ ー タ(5%)iTI(4%),ユ ニ パ ッ ク(3%),イ ン タ ー デ ー タ(3%) ,HIS
(3%)の 順 と な って い た が,78年 末 に は首 位 のDECが38%と シ ェ ァ を 伸 ば
し,こ れ にDG(15%),HP(8%),CAI(8%)iTI(5%),GA(5%) ,マ イ
ク ロデ ー タ(4%),イ ン タ ー デ ー タ(3%),ユ ニ パ ッ ク(3%) ,HIS(2%)な
(g}
第9表 国別コンピュータ設置額 どが続 いて いた。
(単位:%)も ち ろん





























































(資 料)『 電 子 工業年 鑑1971-72』291頁,『 電 子工 業 年鑑
1981』268頁 よ り作成。
市 場 で も圧 倒 的 な勢 力 を誇
示 して い た。 米 企 業 製 コ ン
ピュー タの設 置額 は第8表
の よ うに70年 代 前 半 か ら
半 ば に か け て 世 界 市 場 の
80～90%を 占あ,IBM1社
の み で も60%に 達 して い
た。 欧 州 企 業 は70年 の
12%を 除 け ば数%を 占め る
にす ぎず,米 企業 に対 して
著 し く弱 体 で あ った と いえ
よ う。 ま た,国 別 の設 置額
(314) 日 ・米 の コ ン ピ ュ ー タ産 業13
で は,第9表 の よ うに米 国 が圧 倒 的 な シ ェアを 占めて いたが,70年 の65%か ら
76年 の45%へ と後 退 し,こ れ に代 わ って 日本,西 ドイ ツ,イ ギ リス,フ ラ ン ス
な どが シ ェア を大 き く伸 ば して い る。そ こで,第10表 を 見 る と,米 国 系企 業 の
ヨ ー ロ ッパ で の シ ェア は金 額 ベ ー スで77年 末 に84%を 占 あ,特 に フ ラ ンス
(95%)や イ タ リア(98%)な どで は ほ とん ど独 占状 態 にあ った。 これ は台 数 ベ ー
第10表 ヨー ロ ッパ に お け る メ ー 力 別 国 別 シ ェ ア
(1)1977年 末(金 額 ベ ー ス) (単位1%)
メ ー カ ー 名








































フ フ ンス イ タ リア
ス カ ン ジ
ナ ビア
一 一 6 一 一 6
5 6 3 5
11 18 19 9
55 59 63 55
2 2 1 2























(2)1974年 末 と1977年 末 の推 移比 較(台 数 べ一 ス;単 位:%)
英 国 西 ドイツ フ ラ ン ス イ タ リ ア
ベ ネ ル ッ
ク ス
ス カ ン ジ
ナ ビ ア
ス イ ス そ の 他 合 計
1974 1977 1974 1977 1974 1977 1974 1977 1974 19?7 1974 1977 1974 1977 1974 197? X97411977
バ ロ ー ズ 3 5 一 一 3 4
　 一 一一 2 4 3 3 1 1 1 } 2 2
CDC 一 一 昌 8
一 一 1 1
屏 一 藺闘 2 2 2 1 2 2 1 1
一 皿 一 一一 岬
HIS 9 33 8 7 27 29 30 21 11 12 6 7 6 4 5 1 15 13
IBM 30 32 65 65 51 55 53 68 54 58 59 64 55 56 s3 75
53 56
ICL 37 32 1 4 4 5 2 3 7 7 1 31
一 3 9 9
NCR 11 is 4 5 3 3
皿- 3 7 7 5 5 120 12 13 s 7
ユ ニ パ ッ ク 4 3 7 6 2 2 6 s 10 8 9 7 llE11 10 1 s 5




そ の 他 6 9 4 13 5 1 3 2 s s 8 6 5 3 3 3 5 7
合 計(台) r 9,93510.99 14,08fi9,22?10,107 5,703 6.05 2,827 3.89 2.90 3,470 2,155 2,4562,122 2,62644,11252,fi2i
(資料)『 電 子工業年鑑1980」400頁 。 表 中の 「一一」 は1%未 満。ICL(イ ギ リス)を 除 く各社 は
米国系企業。
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スで見 て もほぼ同 じこ とが い え る。
皿 米 国 の コ ン ピュー タ産 業
米 国 コ ンピュー タ産 業 の発 展 史 は ほぼ その まま世 界 コ ン ピュー タ産 業 の歴 史
で もあ った とい って よい。 コ ン ピュー タは 自動 逐次 的制 御 プ ロ グ ラム内蔵 方
式,及 び電 子回 路 の三 要 素 技 術 を備 え た もの で あ る と い う定 義 に従 え ば,44年
の マ ー ク1,46年 の エニ ア ッ クを経 て49年 の エ ドサ ックに至 って初 め て コ ン
ビ議一 夕が誕生 した こと にな る。 そ の後,米 国 コ ンピュー タ産 業 は汎 用機 を中
心 に見 れ ば,53年 まで の黎 明 期 の後 に,53～58年 の 第1期(第1世 代,真 空管
式),59～64年 の第2期(第2世 代,ト ランジスタ式) ,65～70年 の第3期(第3世
代,IC式),71～78年 の第4期(第3.5世 代,LSI式) ,79～91年 の第5期(第4世
代,超LSI式)と 発 展 し,92年 以 降 に第6期(第5世 代)に 入 った とい われ て い
(10)
る。以 下 で は,こ の よ うな階段 状 の発 展過 程 の中 で,IBMが いか に して世 界 の
コ ン ピュー タ市場 を制 覇 して行 った のか を 明 らか に す るが
,そ の前 に まずIBM
の発 展 史 か ら見 て行 くこと に しよ う。
[1]IBMのPCS支 配
周 知 の よ うにIBMは1911年 に ニ ュ ー ヨ ー ク の投 資 家C .R.フ リ ン トに
よ って コ ン ピューテ ィ ング ・タ ビュ レーテ ィ ング ・レコー デ ィ ング(CTR)社
と して設 立 され た。CTRは 既 存 の タ ビュ レー テ ィ ング ・マ シ ン社 な どの3社
を支配 す る持株 会 社 と して設 立 され たが,14年 の業 績 は従 業員1 ,200名 で,売
上 高410万 ドル,税 引前利 益48。9万 ドル にす ぎず無 配 に陥 った。そ の ため同年
5月 にT.J.ワ トソ ン1世 がCTRの 社長 と して迎 え られ る ことに な った
。 ワ ト
ソ ンは一 介 の セ ー ル ス マ ンか ら金 銭 登 録 機 業 界 で90%以 上 の市 場 シ ェ アを有
す るNCR(ナ ショナル ・キ ャッシュ ・レジスター)の セ ール ス ・マ ネ ジャー に まで
昇 進 した もの の,社 長 の パ ター ソ ン と衝 突 して 辞 職 に追 い や られ て い た の だ
が,フ リン トに見 い出 され てCTRの 社 長 に ス カ ウ トされ たの で あ る。 ワ トソ
ンは卓 越 した経 営 手 腕 に よ ってCTRを 急 成長 させ,24年2月 に は社 名 をIBM
(312) 日 ・米 の コ ン ピ ュ ー タ産 業15
(li)
(イ ンターナシ・ナル ・ビジネス ・マシンズ)と 変 更 す るに至 った。
ワ トソ ンはCTRの 三 部 門(計 量機,タ イム レコーダー,パ ンチカー ド機械)の う
ち パ ンチ カ ー ド機 械 部 門 を 中 核 事 業 に据 え,IBMの 基 礎 を 築 い た。PCSは
1910年 代 に はCTRの 中 で も最 も弱小 な部 門 で あ り,パ ワー ズ ・ア カ ウ ンテ ィ
ング ・マ シ ン社(1911年 設立)の 激 しい攻 勢 に もあ って解 約 ・返 却 の嵐 に見 舞 わ
れ,苦 境 に 立た され て い た。に もか か わ らず,ワ トソ ンがPCSを 事 業 の要 に据
え たの は次 の よ うな利点 の た めだ った。 まず,パ ンチ カー ド機 械 が潜在 的 な成
長 力 を持 って いた点 で あ る。 また,PCSはNCRで の金銭 登 録機 に関 す る彼 の
経 験 が セ ール ス面 で生 か せ るよ うな共 通点 を持 って い たか らで あ る。 さ らに,
パ ワー ズとい う ライバ ル は存在 したが,新 規 参 入 に対 して は確 固 た る特 許 障壁
が あ り,市 場 支 配 が容 易 だ った点 で あ る。 しか も,PCSは 最 初 か ら レ ンタル制
(12)
が採 られ てお り,ワ トソ ンの長年 の信 条 に も合致 して いたか らで あ る。 そ の 甲
斐 も あ って,パ ワ ー ズ の 攻 勢 に悩 ま さ れ て い たCTRの ホ レ リ ス式PCSは
1919年 にパ ワー ズ機 に対 抗 し得 る 自動 プ リン ター付 改 良 型 の開 発 に成 功 した
の を契機 と して,20年 代 に徐 々 に巻 き返 し,30年 代 に は圧倒 的 な優位 を確 立 す
る こ とに な った ので あ る。
1929年 に始 ま る大 恐 慌 期 に も,IBMは 第1図 の よ うに僅 か な が ら成 長 を維
持 し,シ ェア も拡 大 した。 ま た,30年 代 に は膨 大 な ニ ューデ ィール諸 法 が情 報
(13)
処 理 機械 の利 用 を大 い に促 進 した。 とい うの も,ニ ューデ ィール諸 法 は詳 細 な
記 録 作成 の必 要性 を増 大 させ,PCS市 場 を拡 大 した か らで あ る。IBMは35年
の社 会 保 障法 に よ って作 り出 された 大量 の事 務 を処理 す る機 械 を受 注 した のを
き っか け と して7以 後 ニ ュー デ ィー ル諸 法 関 連 事 務 処理 向 けPCSの 受 注 を ほ
とん ど独 占す るよ うに な っ た。 こ う してIBMは35年 以 降,膨 張 す るパ ンチ
カー ド市 場 を支配 し,急 速 に シェ アを拡大 して行 った ので あ る。
で は,IBMが30年 代 に成功 した理 由 は ど こにあ った のか。IBMは30年 代 の
大 恐 慌 期 に も レ ミン トン ・ラ ン ドと比 べ て強 い不況 抵 抗 力 を示 した。 とい うの
も,IBMが パ ンチ カ ー ドを 中核 と して いた の に対 して,レ ミン トン ・ラ ン ドは
事務 用 品 全般 に対 して広 く事業 を展 開 し,レ ンタル収 入比 率 も低 か った か らで

















































































































































































































































































































(資料)日 本興業銀行調査部 「調査月報』146号,1968年11月,19頁 。
あ る。 パ ン チ カ ー ドに対 す る不 況 の 影 響 は ま ず 新 規 需 要(新 規 レンタル契約)が
減 少 し,そ の後 しば ら く して か ら使 用 中 の レ ン タ ル機 械 が 返 却 さ れ る よ う に な
る と い わ れ る。 しか も,IBMは マ ー ケ テ ィ ン グ を重 視 し,保 証 地 域 制,販 売 コ
ミッ シ ョ ン制a目 標 割 当 制 な ど を 実 施 しっ つ 優 秀 な セ ー ル ス マ ンの 拡 充 に努 め
た の で,不 況 期 に も レ ン タ ル 解 約 が 回 避 さ れ る と い う成 果 に 繋 が っ た の で あ
る。
と は い え,IBMは 機 械 の製 品 技 術 面 で は む しろ レ ミ ン トン ・ラ ン ドの 後 塵 を
拝 して い た 。 しか し,IBMはPCS用 カ ー ド製 造 技 術 に お け る圧 倒 的 優 位 と い
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う強 み を持 って い た。IBMの ロー タ リー式 カ ー ド製 造機 械(1922年 に発明)に 基
づ く製 造 技 術 は特 許 と完 全 な機 密 保持 によ って守 られ,他 社 に追 随 を許 さぬ品
質 の カ ー ドを作 り出 して い た。IBMは この カー ドを 自社 の顧 客 のみ に独 占的 に
販売 し(IBM製 機械での他社製 カー ドの使用拒否),機 械 とカー ドを セ ッ トに した
総 合性 能 で競 合他 社 に対 す る優 位 を確 保 したの で あ る。 もち ろん,独 占的 カー
(14)
ド販 売 はIBMの 重 要 な収 益 源 と もな った とい って よい。
こ う してIBMは30年 代 末 に はPCS市 場 の約80%を 支配 す るに至 った と い
う。IBMは28年 に は収 益 と利 益 で レ ミン トン ・ラ ン ド,NCR,バ ロー ズな ど
に次 いで い ず れ も4位 にす ぎな か ったが,39年 に は収益 で は レ ミン トン ・ラ ン
ドに次 いで2位 に甘 ん じた ものの}利 益 で は事務 機 械 業界 の トップ企業 に成 長
した の で あ る。45年 にお いて もIBMは 売 上高 と利 益 の両方 で 首位 を 占め て い
る。純 資産 額 で もIBMは 既 に39年 に首位 で あ ったが,45年 に は レ ミン トン ・
ラ ン ド(7,540万 ドル),NCR(5,740万 ドル)を 抑 えて 首位(13,410万 ドル)を 堅持
したの で あ る。
[2]IBMの 市 場 制 覇
(1)第1世 代 とIBMの 支配
コ ン ピ ュー タ は46年 の エ ニ ア ッ ク誕 生 か らユ ニ パ ッ ク1完 成 まで の混 沌
期,51～53年 の黎 明期 を経 て第1期 に入 った。第1期 の コ ンピュー タ は実用 化
され た ばか りの代 物 で,第1世 代(真 空管式)と 呼 ば れ る。 主 な用 途 は科 学計 算
用 の 「速 い算 盤 」 と して機 能 で あ り,デ ー タ処理 機 以 前 の段 階 にあ った とい う。
次 の第2期 はデ ー タ処 理機 と して広範 な利 用分 野 が開拓 され た時代 で,第2世
代(ト ランジスタ式)と 呼 ばれ て い る。 この時 期 に は科学 計 算 用 と事務 計 算 用 に
適 した 専 用 コ ン ピ ュ ー タが 別 々 に 開 発 さ れ る よ う に な った。 第3期 は コ ン
ピュー タが総 合 的 な デ ー タ処 理 シス テ ムの中核 と して認 識 され るに至 った時 代
で,第3世 代(IC式)と 呼 ば れ る。科 学 計 算 用 と事 務 計算 用 の両 方 に適 用 で きる
汎用 コ ンピュ ー タが 開発 され る に至 り,OS(オ ペーレーティング ・システム)の 登
場 もあ って急 速 な発 展 が 見 られ た。 特 に この時 期 に は,コ ン ピュー タは通 信 と
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の結 合 や リア ル タイ ム処 理,プ ロセ ス制 御 な ど利 用 分野 を大 幅 に拡大 させ た の
で あ る。
もち ろん,コ ン ピュ ー タ産 業 史 の 冒頭 を飾 るの は他 で もな い ユ ニ パ ック1
で あ った。 とい うの も,50年 代初 頭 に は,レ ミン トン ・ラ ン ドは文 句 な くコ ン
ピュ ー タ分 野 の トップ企 業 で あ り,複 写 機 に お け る ゼ ロ ック ス と同様 ,ユ ニ
パ ックの名称 自体 が コ ン ピュー タの代 名詞 とされ た時代 だ ったか らで あ る
。 し
か し,事 務 機 器 の トップ メー カーIBMも これ に2年 遅 れ て53年 に は科学 計 算
用 コ ン ピ ュ ー タIBM701を 引 っ提 げ て 市 場 に 参 入 した。IBMは 既 に コ ン
ピュー タの揺 藍 期 にハ ーバ ー ド大 学 の エイ ケ ンに協 力 して マ ー ク1の 開発 に
係 わ って いた。だが,こ れ はPCSと 同 じ電 気 機械 技 術 を基 盤 と して お り,し か
もIBMは その 中 で重 要 な役 割 を果 た した り コ ン ピュー タの事 業 化 で先 鞭 を っ
けた訳 で はな か った。 また,IBMは エ レク トロニ ック ・コ ン トロ ール社 が(エ
ニア ックを完成 させたエ ッカー一 とモーク リーが46年 に設立)47年 に行 き詰
って身
売 りを持 ち か けて きた時 に も冷 淡 に拒 絶 し,み す み す競 争 相手 の レ ミン トン ・
ラ ン ドの手 に渡 る こ とを許 した ので あ る。 その結 果 ,レ ミン トン ・ラ ン ドが51
年 に ユ ニパ ック1の 第1号 機 を合 衆 国統 計 局 に納 入 す る こ とにな り}IBMの
PCSに 取 って代わ るとい う事態 を惹起 したのでお署。
しか も,IBM701は 科 学 計算 用 で あ り,科 学 計 算 とデ ー タ処 理 の両 用 性 を
持 って い たユ ニパ ック1に 比 べ て性 能 面 で 明 らか に劣 って いた。701は 技術 的
に はユ ニパ ック1よ り も1世 代 遅 れ,性 能 面 で も甚 だ貧 弱 だ った が,派 手 な宣
伝 効 果 とIBMマ ー クの威 光 に よ って 意外 に も好 評 を博 した と い う。 しか も,
701は 受 注 生 産 で はな く組 立 ライ ンで量 産 さ れ た最 初 の コ ン ピュ0タ と な り,
コ ス トを大 幅 に削 減 す る こ とが で きた。 こ う してIBMは53年 に は1日1台 の
割 合 で701を 出荷 し,月 額z5,000ド ル で リー一スを し始 め た ので(16)。
次 いで,IBMは53年 春 に ビジネ ス と科 学 計算 の両 用性 を持 っ小 型 で安 価 な
650の 開発 を発表 し,54年 初 頭 か ら納 入 を開始 した。そ の結 果 ,650は 最 も楽観
的 な予測 さえ も軽 く超 え るよ うな大 ヒ ッ トを飛 ば した。 とい うの も,ユ ー ザ ー
が650を 給 与 計算,工 業製 品 の開発,在 庫 管理,大 学 入 学 事務 ,そ の他 多種 多
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様 な用 途 に積 極 的 に活 用 したか らで あ る。650は56年 夏 まで に300台 が納 入 さ
れ たが,な お920台 の受 注 残 が あ り,需 要 が ピー クを超 え るまで に1,800台 以
上 が生 産 され た といわれ る。 それ ゆえ,650は 自動 車 にお け る フ ォー一ドT型 車
に も匹 敵 す る画 期 的 な製 品 と な り,コ ン ビr一 タ産 業 を社 会 的 に認 知 させ る上
(17)
で大 きな原 動 力 に な った とまで高 い 評価 を与 え られ て い るので あ る。
さて,か ねて か らコ ン ピュー タ分野 へ の進 出 に執 念 を燃 や して い た ワ トソ ン
2世 は52年1月 にIBM社 長 に昇 格 す る と,先 端 電 子 技術 の開 発 を積 極 的 に推
進 し,55年2月 の702発 売 直 後 に704と705と い う2っ の新 しい モ デル を相次
い で発 表 した。 もち ろん,IBMの 研 究 費(対 純利益)は40年 代 の15%か ら50年
代 の35%,60年 代 ～70年 代 の50%と 激 増 す る こ とに な った。 ま た,こ れ に
よ って レ ミン トン ・ラ ン ドが 大型 機IBMが 小 型機 とい った 当初 の業 界 にお け
る棲分 は崩壊 し,完 全 な競 合 状態 とな った。なお,704は701に 取 って代 わ る新
しい科学 計 算 用 コ ン ピュー タで あ り,一 方,705は 磁気 メモ リを使 った最 初 の
コ ン ピュー タで702に 取 って代 わ るマ シ ンで あ った。 む ろん,IBM705は 未 だ
性 能面 で はユ ニ パ ック1に 一簿 を輸 す る もの が あ った と はいえ,そ の差 を大 き
(ls)
く縮 め る こ とが で きた といわ れ る。
そ の後,IBMは 第2図 の よ うに科学 計 算 用 系列(701,704,709)か ら60年 に
トラ ンジス タ式 コ ン ピュー タ7090,62年 に も7094を 相 次 い で開発 した。 この
7090系 列 はIBMが 世 界 コ ン ピュー タ産 業 で最 大 の企 業 へ と成 長 す る き っか け
を与 え た名 機 で,62年 に は7040と7044を 誕生 させ る ことに な った。IBMは ま
た704に 続 く系 列 と して60年 に小 型 機1401,61年 に も大型 機7080を 出荷 し,
事 務計 算 機 市』場 で大 きな シ ェ アを獲 得 した の で あ る。 特 に1401は コ ン ピュー一
タ史上 画 期 的 な売 上記 録 を達 成 した名 機 とされ,世 界 コ ンピュー タ市 場 を大 き
く拡 大 させ る こ とに な った の で あ る。
こ う してIBMは コ ン ピ ュー タ事 業 へ の参 入 で は レ ミン トン ・ラ ン ドに後 れ
を取 った もの の,急 速 に巻 き返 す こ とが で きた。例 え ば,IBMは コ ンピュー タ
設 置 台 数 で55年8月 にユ ニパ ッ ク30台 に対 して24台 にす ぎなか ったが,早
くも56年8月 に は46台(他 に受注残65台)対76台(同193台)と 完 全 に逆 転 し




















1944年咽 (ハ ーバ ー・ド大学
















































































































コ ン ト ロー・一ノレ ・
ス トレ ッ ジ
ixテ ム/360
71年3月
涛 ・/・モデル1。翻 為 .ド システムi7
360/195
囮
















































て い る。 しか も,IBMは54年 に 中 型 コ ン ピ ュ ー タ650を 発 表 し,5fi年8月 に
は設 置 台 数369台,受 注 台 数920台 と ほ と ん ど独 占 態 勢 を 作 り上 げ た
。っ ま り,
IBMは レ ミ ン ト ン ・ラ ン ドに2年 遅 れ て 参 入 した が ,僅 か3年 で コ ン ピ ュ ー タ
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(19)
産 業 に強 固 な 地 位 を 築 き上 げ る こ と が で き た の で あ る。
0方
,こ れ に対 して レ ミ ン トン ・ラ ン ドは58年 にIBMに 先 駆 け て トラ ン ジ
ス タ式 のUSSCを 発 表 し,そ の 後 も事 務 用 の ユ ニ パ ッ クII,皿,科 学 計 算 用 の
ユ ニ パ ッ ク1105,i107,1108の2系 列 に よ る巻 き返 しを 図 った 。 これ に加 え
て,第11表 の よ う にCDC,RCA,ハ ネ ウ ェ ル,GE,バ ロ ー ズ,NCRな ど の
企 業 が 技 術 力 を 背 景 に レ ミン ト ン ・ラ ン ドやIBMよ りや や 遅 れ て コ ン ピ ュ ー
タ事業 に縢 として参入 して ぎ裂.そ れゆえ,IBMは5・ 年代末 には未だ コ ン
ピュー タ市 場 を完 全 に制 覇 した と はい えず,競 争企 業 が新技 術(フ ィルコの トラ
ンジスタ.コ ンピュ_タ,コ ン トロ_ル.デ_タ のス_パ ー一コンピュータなど)を 武 器
に強 力 に対 抗 して い た ので あ る。IBMは60年 代 初 頭 まで に6っ の異 な った非
互換 性 の コ ン ピュー タ製 品 ライ ンを生 産 して い たが,IBMに 対 抗 す る マ シ ンを
発 表 して成功 を収 めた競 争 企 業 もあ った。例 え ば,RCAの501ト ラ ンジス タ式
コ ンピ ュー タは大型 ビ ジネ ス向 け市 場 で は高 い費 用効 果 を評 価 されて い た とい
われ る。またバ ロー ズの5000は 高 速性 に優 れて い た し,コ ン トロール ・デー タ
の1604は 科 学 計算 用 途 で は高 い競 争 力 を維 持 して い た。 ハ ネ ウ ェル200も ソ
フ トウ ェ アの互 換 性 と低 価 格 ・高 パ ワー に よ りIBM1401か らの置 き換 え需 要
(21)
をか な り期 待 す る こ とがづ きたので あ る。
(2)IBMの 成功 要 因
で は,IBMは なぜ コ ン ピュー一タ事 業 で成 功 したの だ ろ うか。 それ はIBMが
技 術 九 資 本 力,及 びマ ー ケ テ ィン グにお いて他 社 よ り も優 れ て い たか らだ と
いえ よ う。IBMは マ ー ク1開 発 へ の協 力,PCSの 電 子 化,電 子 管 式 計算 穿 孔
機(48年,IBM604)の 商 品化,科 学 計算 用 コ ンピュ ー タSSECの 試 作 な どを通 じ
て コ ン ピュー タ関連 技術 を着 実 に蓄 積 して行 った。 とはい え,IBMは 電 子 技術
で はむ しろ後 発 に属 し,真 空 管 な ど電 子 部 品 の ほ とん どを外 部調 達 に依存 し,
コ ン ピュ_タ そ の もの も レ ミン トン ・ラ ン ドに比 べ て極 めて貧 弱 だ った ので あ
る0
だ が,IBMは 電 子 技 術 で は劣 って い た とはい え,販 売,サ ー ビス,マ ーケ
テ ィングに お いて は抜群 の競 争 力 を誇 って い た。 また,IBMはPCS技 術 の活
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用 に よ って未 だ不 安 定 で あ った電 子 技 術 の信 頼 性 を高 め
,シ ステ ム技 術(本 体
と周辺機器の結合 とバ ランス)や ソフ トウ ェア利 用 技 術 の改 善 に努 め た
。しか も,
IBMは704及 び705に よ る コ ン ピ ュー タ事 業 へ の本 格 的 な参 入 の 際 に は最 初
か ら週1台 ベ ー スで の量産 体 制 を確 立 し
,積 極 的 な セ ー ル ス活 動 を展 開 す る戦
略 を採 用 したの で あ る。
む ろん,IBMが トラ ンジス タ式 コ ン ピュー タ市 場 ヘ ス ム ー ズに参入 で きたの
は50年 代 に契 約 した2っ の 大 き な政 府(国 防総省)プAジ
ェ ク トの お か げ で
あ った こと も見 逃 して はな らな い。IBMは ソ連 か らの空 爆 や ミサ イ ル攻 撃 に備
え るため の 半 自動 式 防 空 管制 シ ステ ム(SAGE)用 や弾道 ミサ イ ル早期 警 戒 シス
テ ム(BMEWS)用 に コ ン ピュー タを納入 した
。IBMはSAGE開 発 を通 じて蓄
積 した多 くの ノ ウ・・ウを商用 コ ン巴 一 タに も取 り入 れ る こ とに よ り
,技 術 や
信 頼性 を大 い に改善 す る こ とが で きた とい う。 ま た,国 防 用 コ ン ピュ_タ は売
上 高 で50年 代 を通 してIBMの コ ン ピュー タ収 入 の半 分 を 占め
,51～59年 の研
究 開 発費6億 ドル の70%(60年 代 には35%)を 賄 った ので あ る
。 しか も,IBMは
他社 に先駆 けた工 場 の オー トメ ー シ ョン化 や何 千 人 もの新 従 業員 に対 す るエ レ
ク トロニ ク ス部 門 で の訓練 な ど計 り知 れ な い副次 的効 果 を享 受 す るこ とがで き
た といわ れ る。
実 際IBM初 の フル ・トラ ンジ ス タ式 コ ン ピ ュー タ709は58年 にBMEWS
用 と して開 発 され・60年 に製 品化 され た マ シ ンで あ った。709用 に高速 フ ェ ラ
イ ト ・コア メ モ リ,磁 気 テ ー プ ドライ ブ,ビ ジネ スや科 学 計 算分 野 で の デー タ
処 理 を 可能 に す る柔 軟 な設計 な どが す べ て政 府 との契 約 に基 づ いて 開発 され た
が ・IBMは そ の ほ とん どを即 座1こ民 需 用 に転用 す る こ とが で きた ので(22}
。
しか しなが ら,コ ン ピュー タ事 業 に お け るIBMの 成 功 はPCS市 場 で の独 占
的地 位 を無 視 して はお よ そ論 じ得 な い。 とい うの も,IBMの 市 場 支配 力 は コ ン
ピュー タ市場 よ り もPCS市 場 の方 が は るか に強 力 だ った か らで あ る
。 例 え ば,
IBMは30年 代 末 に国 内 市場 の80% ,50年 代 初 頭 に も90%を 支 配 して い た と
いわ れ て いる(政 府需要の95%) 。IBMは 既 に38年 に は総 収 入3,500万 ドル,税
引 後利 益1,100万 ドル,使 用総 資 産7 ,800万 ドル,従 業 員 数11,200名 の規模 に
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達 し,必 ず し も大 企業 とはい えな い ものの,安 定 した高収 益 企 業 と して の地 位
を確 立 して い た ので あ る。
そ こで,IBMは コ ン ピュー タをPCSの 延 長 と位 置付 け,そ こで の優 位 を コ
ンピュ ー タ事 業 に も活 用 す る戦 略 を実 施 した。 とい うの も,マ ーケ テ ィ ング技
術 はPCS市 場 と コ ン ピュー タ市 場 で は共通 す る と ころが多 か ったか らで あ る。
また,IBMはPCSを 周 辺 機器 と して使 用 す る こ とに よ り電 子 技 術 で は劣 る 自
社 マ シ ンに技術 的優 位 性 を確 保 したの で あ る。 しか も,レ ンタル制 は解 約 や返
(23)
却 を阻止 しfIBMに 安 定 した収益 力 と資金 力 を保 証 した。 こ う した高 収益 力 を
背景 と して,IBMは 所 要 固 定 資金 の約8割 を内部 調 達 し,残 額 を56年 まで は
最 優 遇 条 件 に基 く長 期 借 入 金 に よ って,ま た57年 以 降 は増 資 に よ って容 易 に
調 達 す る こ とが で き るよ うにな った ので あ る。
そ の上,真 に強 力 な競 争 相 手 が 出現 しなか った こと もあ ってTIBMは 参 入後
僅 か2年 で コ ン ピュー タ市 場 を制 覇 す るに至 った。55年 に はIBMは 国 内市 場
の50%以 上 を 占有 し,39%の スペ リー ・ラ ン ドを大 き く凌駕 した。そ の結 果,
57年 頃 に は コ ン ピュ ー タ業 界 は いわ ゆ る 「IBMと7人 の小 人 」と して知 られ る
よ うな構 図 へ と変 貌 し,業 界2位 の ス ペ リー ・ラ ン ドで す ら辛 う じて10%の
(24)
シ ェアを維 持 す るの み とい う状 態 とな って しま ったの で あ る。
む ろん,IBMの 成 功 は競 争 会 社 の 経営 戦 略上 の失 敗 に救 わ れ た側 面 もあ っ
た。例 え ば,50年 代 末 の トラ ンジス タ式(第2世 代)コ ン ピュー タと60年 代 中
葉 のIC式(第3世 代)コ ン ピュー タの 出現 は競 争 会社 に対 して絶好 の勝機 を も
た ら した。 特 に そ の勝 者 の最 右 翼 と 目 さ れ た の が レ ミン トン ・ラ ン ドで あ っ
た。 同社 は コ ンピュ ー タを科学 計 算 用 の高 速 処理 の み な らず デ ー タの大 量 処理
用 に も適 用 す る とい う優 れ た戦 略 を最 初 に実 施 した企 業 だ ったか らで あ る。 だ
が,結 局,ユ ニパ ック1は 巨大 な コ ン ピュー タ市 場 を 開拓 した もの の,こ の戦
略 を十 分 に活 用 で きず に終 わ って しま った。 な ぜ な らば,同 社 はデ ー タの大量
処理 に不可 欠 な本 体 と周辺 機 器 の性 能 バ ラ ンスの確 保 や,コ ンピュー タに不慣
れ な ユー ザ ー に対 す る支援 体 制 に関 して全 く無 関心 だ ったか らで あ る。
しか も,レ ミン トン ・ラ ン ドは55年 に スペ リー ・コー ポ レー シ ョンと合 併
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して ス ペ リー ・ラ ン ドを設 立 したが,こ れ は期 待 に反 して大 失敗 とな った。 ス
ペ リーの技 術 と レ ミン トン ・ラ ン ドの製 品 を結 びつ けよ うと企 図 した のだ が
,
賢 明 な 資 金 配 分 や戦 略 が 欠 如 して い た た め に 完 全 な失 敗 に終 わ った
。 ス ペ
リー ・ラ ン ドは多 角 的 な事業 と過剰 な製 品群(電 気 カ ミソリ,自 動包装機,農 業機
械,ミ サイル,写 真機材)を 抱 え て いた ので,ど う して も投 資 の分 散 化 を招 か ざ る
を得 なか ったの で あ る。ま た,社 長 に就 任 したH .ビ ッカ ー ズは創 造 力 と決 断 力
に欠 け・投 資 リスクを嫌 悪 し,有 能 な販売 ス タ ッフの育 成 を なお ざ りに した
。
その ため ユ ニ パ ックの優 秀 な技 術 者 がIBMに 対 抗 し得 るマ シ ンを 開発 して も
販 売 や製 造 へ の追 加 予算 を拒 絶 され,惨 め な挫 折 へ と追 い込 まれ る ことに な っ
たの で あ る。
これ に対 してIBMの ワ トソ ン2世 はPCSの リー スで稼 いだ 資金 を惜 しげ も
な くコ ン ピュー 螂 門 に注 ぎ込 ん だ と いわ 潔.特 に56年 に父 ワ トソ ン1世
の死 に よ って文 字 ど お りIBMの 最 高経 営 責 任 者 と な って か らは
,ワ トソ ン2
世 は卓 越 した経 営 手 腕 を 発揮 した。 こ う してIBMは58年 に は タ イ ム ・イ ク
イ ップ メ ン ツ事 業 部(タ イム レコーダ)を 売 却 し,経 営 資 源 を も っ ぱ ら コ ン
ピュー タ事 業 部 に集 中 す る こ とにな った ので あ る。
以 後 ・IBMは 着 々 と市 場制 覇 を進 め て行 くのだ が,そ の行 く手 に敢 然 と して
立 ちは だか った のが外 な らぬ 司法省 で あ った。IBMは52年1月 に反 トラス ト
法 違 反 で提 訴 され て以 来 同省 と係 争 を続 けて きたが,56年1月 に以 下 の よ うな
同 意審 決 を受諾 す るに至 った。即 ち,特 許 の公 開,自 社 製事 務 機 器 を レ ンタル
だ けで な く販 売 もす る こ と,カ ー ド製造 技 術 の 公開 とIBMの 生 産 能 力 の抑 制
(62年 までに全米生産能力の50%以 下),別 会社 に よ る受 託 計 算 サ ー ビスの提 供 な
ど とい った 内容 で あ った。 この判 決 を知 った ス ペ リー ・ラ ン ドはIBMの 独 占
に伴 う損 害 賠償 と して約9000万 ドル を要 求 す る提 訴 を行 い,56年8月 に,①
56年10月1日 現 在 で両 社 の所 有 す るPCS及 び コ ン ピ ュー タ に関 す る特 許 権
の相 互 交換 ② 向 う8年 間 の ス ペ リー ・ラ ン ドに対 す るIBMの 年 間125万 ド
ル の ロイヤ リテ ィ支 払,と い う条件 で和解 した のでC26}
。
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[3]IBM帝 国
(1)シ ステ ム/360
第3世 代 コ ン ピュ ー タの 時 代 は65年 のIBMシ ス テ ム/360の 出荷(発 表 は
64年)と 共 に始 ま った。 この シ リー ズ は数 種 の処 理 装 置 の命令 セ ッ トを共 通化
させy入 出 力装 置 の異 種 間接 続 を可 能 にす る フ ァ ミリーを形成 す るよ うに した
点 に大 きな特 徴 が あ った。 これ は機 種 別 の ソ フ トウ ェアや入 出力装 置 の 開発 費
が膨 大 に かか りす ぎる よ うに な った こ とへ の対 応策 で あ った。 む ろん,第3世
代 コ ン ピュー タの時 代 は同時 にIBMの 第3期 黄 金 時 代 で もあ った ので あ る。
さて,情 報処 理 システ ムは50年 代 末 頃 に な る と,ソ フ トウ ェアが 中心 的 な位
置 を 占め るよ うに な った。 ソフ トウ ェアの 開発 費 は50年 代 半 ば に お け る総 開
発費 の8%弱 か ら65年 に は40%に ま で上昇 した。当時,ソ フ トウ ェア には移植
可能 性(あ るマ シンで動 くように設計 されたソフ トウェアが他のマシンで も動 くこと)
が な か った こ とか ら,ユ ーザ ーが他 の マ シ ンに乗 り換 え よ う とす れ ば,膨 大 な
新 規 プ ロ グ ラ ミイ ング費 用 の追 加 を 覚悟 せ ね ば な らなか った。 こ の た め ユ ー
ザ ー は特 定 メ ーカ ーの マ シ ンに長 期 的 に縛 り付 け られ ざ るを得 な い こと にな っ
(27)
た ので あ る。
IBMも 互 換性 の な い多数 の製 品 ラ イ ンを抱 え,ラ イバ ル企 業 の攻 勢 に さ らさ
れ て いた ので,こ の問題 に は早 くか ら敏 感 とな って いた。 当時,主 要 な ソフ ト
ウェア は各 種 マ シ ンに合 せ て全面 的 に設 計 し直 され て い たの で,ど う して も開
発 費 を膨 張 させ る こ とに な った か らで あ る。 そ こで,IBMは61年 に特 別 調査
委 員 会 を設 け て対 策 を練 り,64年 に広 範 囲 な互 換 性 マ シ ンの製 造 を 目的 とす る
システ ム/360構 想 を打 ち出 した。 とい うの も,互 換性 は ソ フ トウ ェアの問題
だ けで な く多 様 な 市場 が 抱 え る問題 を も一 挙 に解 決 させ得 る方法 だ った か らで
あ る。 顧 客 は,ど の ク ラス の コ ン ピュー タを選 ん で も同 じソ フ トウ ェアを使 う
ことがで き,し か もメモ リユ ニ ッ ト,プ リンター,デ ィス ク ドライ ブな どの周
辺機 器 を どれ で も接続 で き る(IBM製 品な らば)の で,そ の ニ ー ズに応 じて 自由
(28)
に システ ムを拡 張 で き るよ うにな る筈 だ った か らで あ る。
もち ろん,IBMは この シ ステ ム/360の 開発 に文字 通 り社 運 を賭 け る ことに
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な った。 とい うの も・ シ ステ ム/360は 未 だ 市場 で優 位 に 立って い たII3M1400
シ リー ズな ど 自社 マ シ ンを含 む既 存 のす べ て の マ シ ンを陳 腐 化 さ せ
,こ れ に
取 って代 わ る とい う実 に壮 大 で野 心 郎」な 目標 を掲 げ て いたか らで(29)
.IBMが
360の 開 発 に着 手 した時・ マ ー ケ ッ トリー ダー と して の同 社 の地 位 は決 して盤
石 な もの とは いえ なか った。 実 際IBMの シェア は第6表 の よ うに64年 初頭
に は頭 打 ち とな った。 っ ま り,IBMは 広 範 な 市場 で成 功 し,あ ま りに も戦線 を
広 げす ぎて しま った た め に却 って窮地 に陥 って い たの で あ る
。
と ころで,シ ステ ム/360は 全方 向 を意 味 す る360度 の360に 因 ん で命 名 さ
れ た といわ れ る。 っ ま り,360は ビ ジネ ス分野 と科学 分 野 のユ ーザ ーの あ らゆ
る必要 性 を満 たす べ く設計 され て いた ので あ る。『フ ォーチ ュ ン』誌 は 当時,こ
の プ ロ ジ ェク トを 「50億 ドル の ギ ャ ンブル」 と呼 び
,ま た 「最 も危 険 な決 断 で
あ る と同 時 に最 も意欲 的で 重 要 な決 断」で あ る と も評 した ので あ る
。 もち ろん,
IBMは 必 ず しも この プ ロ ジェ ク トの成 功 に確信 を持 って い た訳 で は な いが
,技
術 開発 に7億5,000万 ドル,工 場 建 設,生 産設 備 ,レ ンタル機器 に45億 ドルな
どの 巨額 の 資金 を投 資 した。 しか も,新 た に6万 人以 上 の従 業 員を雇 用 し
,5っ
もの 工場 を新 設 した ので あ る。 これ は1私 企 業 が遂 行 した プ ロ ジ ェ ク トと して
は ま さに 史上最 大 の規模 の もの で あ り,あ の マ ンハ ッタ ン計 画(第2次 大戦時の
原r騨 開発計画)を も凌 ぐものであ った といわ認 。
IBMは360の 開発 過 程 で,2っ の大 きな困 難 に 直面 した
。1つ は ハ ー ドウェ
ア と ソフ トウェ アを新 しい製 品 ライ ンに合 せ て統 一 して設 計 す るため に
,6っ
の 中 央処理 装 置 と数 トの周辺 機 器 を同時 に開 発 し,し か もすべ て お互 い に接 続
可能 な もの と しな け れ ば な らな い と い うこ とで あ った。 とい うの も,360シ
リー ズ は全体 を通 して互換 性 を確保 す る ため に製 品群 の周辺 部 品 をす べ て設 計
し直 し,360用 ソ フ トウ ェ ア を全 製 品 群 に 対 して 一 貰 性 を持 た せ ね ば な らな
か った か らで あ る。 も う1つ はIBMが 初 め て電 子 部 品 の 自社 生 産 に踏 み 切 ら
ざ るを得 なか った こ とで あ る。当 時 は まだIC(集 積回路)を コ ン ピュー タ に利 用
して い た企業 は存在 して い なか ったが,シ ス テ ム/360は ハ イブ リッ トIC(混 成
集積回路)を 大量 に必 要 とす る設 計 を採 用 して い た。だ が,当 時360に 必要 な集
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積 度 と品 質 を 持 っ よ うなICを 製 造 で き る半 導 体 メ ー カ ー は皆 無 で あ った の
で,自 社 で 内製化 す る以 外 に方 法 が なか った ので あ る。そ の上,ICは 将 来 の コ
ンピュー タの要 と もい え る重要 部 品 だ ったの で,IBMは 独 自 に半導 体 工場 を建
設 し,IC量 産 に必 要 な新 技 術 を開 発 す るた め に涙 ぐま しい ほ ど の奮 闘 をす る
こ とにな った。 しか しな が ら,IC工 場 のL費 は予 想 を は るか に超 え る非常 に膨
大 な もの とな った。 と い うの も,通 常 の 工場 は1平 方 フ ィー ト当 た りの⊥ 費 が
約40ド ル にす ぎな か った が,無 塵仕 様 のIC.1二 場 は100ド ル以.ヒのIl費 を 要 し
(31)
た か らで あ る。
と もか く,こ う して システ ム/360で 互 換 性を確保 した ことに よ り,IBMは
大 きな経 済 的 利益 を得 た。360は 顧 客 の み な らず,IBMに と って も大 きな利 点
が あ ったか らで あ る。 まず,IBMは 回路,部 品,パ ッケ ー ジや入 出 力装 置 の標
準化 に よ ってハ ー ドウ ェア ・コス トを,ま た ソ フ トウ ェアの共 通 化 に よ って 開
発 費 を大 幅 に削 減 す る ことがで きた。 しか も,ソ フ トウ ェア ・コス トが大 幅 に
低下 すれ ば す るほ ど,IBMの ハ ー ドウ ェア に対 す る需 要 も益 々増 大 す る こ とに
な った。 さ らに,顧 客 を い ったん360の ユ ーザ ー の輪 の中 に引 き込 ん で しまえ
(32)
ば,い つ まで もそ こに引 き 止め て お くこと も可能 とな ったの で あ る。
こ う して シ ス テ ム/360は コ ン ピ ュ ー タ業 界 に お け る競 争 の 性 格 を 一 変 さ
せ,次 の よ うな重要 な変化 を もた ら した。 まず,IBMは 製 品 開発 を海 外 の研究
所 に大 き く依 存 す るよ うにな った。 例 え ば,科 学 計 算 用 の360/40はIBMの 英
国 ハ ー ス レー研 究 所 で開 発 され た デザ イ ンに基 づ いて お り,こ の製 品 ライ ンの
最 下 位 機 種 で あ る360/20はIBMの ドイ ッ研 究 所 で 開 発 され た もので あ った。
また,IBMは コア ・メ モ リの製造 コ ス トを削 減 す るた め に,労 働 集 約 的 な組 立
作 業 を ア ジアで の海外 生 産 に移 管 した。 しか も,こ の よ うにIBMが60年 代 半
ば まで に積極 的 な国 際 的経営 展 開 を開始 したの で,各 社 もこれ に追 随 し,米 コ
ン ピュ ー一タ企 業 は70年 代 半 ば に は総 所 得 の40～50%を 海 外 所 得 に依 存 す るよ
(33}
う に な っ た の で あ る。
そ の後,シ ス テ ム/360の ア ー キ テ ク チ ャー はIBM標 準 と して 僅 か な修 正 を
受 け た だ け で 継 承 さ れ,60年 代 末 に はIBM370シ リー ズの ア ー キ テ ク チ ャ ーへ









































デ ラマーター 『ビックブルー』13Q頁 。
第12表 IBMの 売上高と純利益の推移
売 上 高 純
連 結 国 内 国 外 連 結
1959 16.蓋 13.1 3.0 1.8
19so 18.2 14.4 3.8 2.1
196 22.0 16.9 5.1 2.5
1962 25.9 19.3 s.s 3.1
1963 28.6 20.6 S.0 3.fi
X964 32.4 23.1 9.3 4.3
1965 35.7 24.8 10.9 4.8
195fi 44.5 29.3 13.2 5.3
1967 53.5 37.6 15.9 6.5
1968 68.8 ,..・r 2D.Q 8.7
1969 72.0 47.0 25・0/9・3
197Q 75.0 45.? 29.3i10.2
1971 82.7 48.7 34.E
…
1i
1972 95.3 X3.8 41.5 12.8
1973 1Q9.9 58.5 51.4 15.8
1974 126.8 fi7.3 59.5 18.4
X975 144.4 7L7 72.7 19.9
i97s is3.o 81.5 81.5 23.9




1979 228.fi 103.2 122,430.1






と拡張 され た(タ イム ・シェア リング
機 能 付 加)。 こ う し て360/370シ
リ ー ズ は 現 代 の ビ ジ ネ ス コ ン
ピュ ー タの概 念 を完 全 に 書 き替 え,
顧 客 が い った ん360の コ ンセ プ ト
を 受 け 入 れ る や 否 や,長 期 的 に
IBMマ シ ンの顧 客 と な るに至 っ た
の で あ る。 そ の結 果,シ ス テ ム/
360は 第11表 の よ うに事 務 用 マ シ










































































(資料)『 電 子工業年鑑1971-72』299頁,『 電子工業年鑑1980』450頁 ,『 電 子工業年鑑1983』253
頁。各年 末決算
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第13表 売上高 ・純利益の推移 (単 位:百 万 ドル)
ス ペ リー ラ ン ド バ ロ ー ズ NCR ハ ネ ウ ェ ル CDC DEC
売上高純利益売上高純利益売上高純利益売上高 純利益 売上高 純利益 売上高 純利益
1966 1280 32 494 3i 941 38 914 45 23
19fi7 1487 54 554 35 1035 40 1045 42 245 8 39
・・: 1563 s4 s5s 43 1135 41 1281 50 273 44 57
1sss 1607 77 759 55 1265 50 1426 s3 570 52 91
1970 1755 81 893 67 1421 3s 1921 62 540 D3 135 14
1971 1739 72 943 74 1466 2 1951 69 571 3s 147 11
1972 1823 61 105 88 1558 f.1 2125 82 s7i so 188 15
1973 2229 90 1280 116 i81s 7z 239 104 936 61 zss 24i
1974 2627 114 1532 132 1979 87 1935 67 1771 fil 422 441
1975 3059 125 1702 lfi4 21ss 73 2310 78 1915 38 534 46
1976 3209
ヨ
14511902 186 2313 96 2520 iii 2011 49 736 73
1977 320
it
157212712152522143 2911 145 2282 63 159 109
(資 料)「 電 子工 業 年鑑1975』391-395頁,『 電 子 工業 年鑑1976』705頁,『 電 子工 業年 鑑1979』
465{468頁 より作成。
す る高 い利 益 率 を享 受 す る こ とに な った。 この成功 によ ってIBMは66年 末 に
コ ンピ ュー タ納 入 台数 を7,000～8,000台 に まで伸 ば し,売 上 高 も第12表 の よ
うに66年 に45億 ドル(純 利益5億 ドル),70年 に75億 ドル(同10億 ドル)と 躍 進
させ,コ ン ピュー タ業 界 の地 図 を完全 に塗 り替 え たの で あ る。こ う してIBMは
そ の後 長 期 にわ た って コ ンピュ ー タ業界 を ほ ぼ完全 に支 配 す る ことにな った。
か つ て50年 代 か ら60年 代 初 期 にか けて 強力 な ライバ ルで あ った バ ロー ズ,ユ
ニパ ック,NCR,コ ン トロー ル ・デ ー タ(CDC),ハ ネ ウ ェル/RCAな ど は もは
や これ以 降全 く取 るに足 りぬ存 在 とな った(第13表)。 今 や競争 企 業 はIBMに
真 っ向か ら立 ち向 か う力 を失 い,プ ラグ ・コ ンパ チ ブル ・メー カ ー(PCM)と
して クー ロ ン製 品(互 換機)を 生産 す るか,周 辺機 器 や360/370シ リーズの アー
キ テ クチ ャーに適 合 す るそれ以 外 の装 置 を細 々 と生 産 す るにす ぎな い とい うと
(34}
状 態 に ま で落 醜 して しま った ので あ る。
この ガ リバ ー一状 態 に対 して68年12月,CDCのW.ノ リスがIBMを 反 トラ
ス ト法違 反(56年 の同意審決違反)で 提訴 し,次 いで ジ ョンソ ン政 権 末期 の69年
30商 経 論 叢 第31巻 第3号
(297)
1月,司 法 省 がIBMの 不法 な独 占を告 発 し,連 邦裁 判 所 にそ の分 割 を求 め る提
訴 を行 った。 この裁 判 はそ の後 レー ガ ン政 権 下 の82年6月 に訴 訟 が取 り下 げ
られ る まで延 々 と13年 間 も継 続 す る こ とに な った。 ま た,こ の政 府 の訴訟 を
き っか け と して,IBMに 対 す る独 占禁 止 を訴 え る民 事 訴訟 が次 々 と起 こ され る
こ とに な った。IBMは 示 談 に な ったCDCと の訴 訟 を 除 い てす べ て の訴 訟 で勝
利 した が・ 裁 判 が長 引 い た こ と もあ って 巨額 の訴 訟 費用 を費 や す こ とに な っ
た。 しか も,こ の反 トラス ト訴 訟 はIBMの 経 営 陣 の間 に 自信 喪 失 と訴訟 恐 怖 症
とい う深 刻 な後 遺 症 を残 す に至 った。 そ の ため70年 代 半 ば以 降 に次 々 と提 起
され た訴訟 特 にパ ソ コ ンの部 品 や ソ フ トウ ェア な どの弱 小 メ ー カーが 起 こ し
た訴訟 に対 して,IBMは 実 に無気力 な対 応振 りを示 す ことになったので 溶署
。
(2)シ ス テム/370
70年7月,IBMは 新 しい フ ァ ミ リー ・シ リー一ズ,シ ス テ ム/370の 大 型 機2
機 種 を発表 した。 「第4世 代機 」 の登場 か と大 きな期 待 が 持 た れ て い たが、 性
能 ・価 格 比 にお い て3～5倍 程度 の改善 が見 られ た ものの,新 しい概念 に基 づ
く もの とい うよ りは第3世 代 機 の設 計 思 想 の延 長 線 上 にあ る高 性能 機 と もい う
べ き コ ン ピュー タで あ った。 しか しな が ら,RAS(信 頼性,可 用性,保 守性 とい う
意味で,コ ンピュータ ・システムの性能を評価す る際の重要 な目安)と オ ンライ ン用
諸 機能 を徹 底 的 に追 求 し,記 憶 素 子 にICを 使 用 す る な ど い くっ か の技 術 的 な
革 新 も見 られ た。71年3月 に は全面 的 にICメ モ リを採 用 した中 小型 の2機 種
が加 え られ,全 フ ァ ミ リー(370/165,370/155 ,370/145及 び370/135)が ライ ン
ア ップす るに至 った。 さ らに,IBMは72年8月 に もシ ステ ム/370に 仮想 記 憶
方式 を採 用 しt主 記憶 装 置 にMOS・ICを 搭 載 した2機 種(モ デル168及 び158)
の発 表 を行 った ので あ る。 こ う して,第3世 代 か らの決 定 的 な飛躍 に欠 け て い
た シ ステ ム/370も そ の優 れ た性 能 を明 らか にす る につ れ て,市 場 で の シ ェ ア
を大 き く拡 大 して行 った。 その た め,ラ イバ ル各社 の暫 定 対抗 機 種 は再 び魅 力
を失 い,新 機種 の開発計画 も大幅 な修正 を余儀 な くされ たのでお智。
こ う して シス テ ム/370以 降 もはや業 界 の先 駆 者 は スペ ー リラ ン ドで はな
くIBMと い う こ とに な った。 こ こにIBMが1っ の 時代 を作 り,各 社 がそ れ を
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追 い掛 け る とい うパ ター ンが完 全 に定 着 したの で あ る。74年 以 降,HIS,NCR,
ユ ニ パ ックな どがIBMに 対 す る後 れ を取 り戻 そ うと相 次 い で新 機 種 を発 表 し
た。 だ が,72年 か ら73年 にか けて対 抗 機 と目 され る700シ リー ズを続 々 と出
荷 し,着 実 に シ ェアを拡 大 した バ ロー ズを除 けば,そ の ほ とん どが 不成 功 に終
わ った とい って よ い。
思 え ば,60年 代 に はIBMの ライバ ル企 業 は第14表 の よ うに スペ リー ラ ン
ド,ハ ネ ウ ェル,GE,CDC,RCA,NCR,バ ロー ズの7社(い わゆる7人 の小
人達)で,IBMを 含 め て ビ ッグエ イ トと呼 ばれ て い た(参 入時期は第15表)。 だ
が,や が てDECや サ イ エ ンテ ィフ ィ ック ・デ ー タ ・シ ステ ム(SDS)な どの ミ
ニ コ ンメ ー カ ーが コ ン ピュー タ事 業 に参 入 す るに至 り,そ の状 態 が ほぼ70年
代 初頭 頃 まで 続 くこ とに な った。 しか しなが ら,70年 代 に入 る と,IBMと の熾
烈 な競 争 と膨 大 な研 究 開 発 費 の負 担 か ら,ま ず70年 秋 にGEが ハ ネ ウ ェ ル と




















































































































(注)n.a.は 統 計 数 字 な し。 バ ロ ー ズ と ス ペ リ ー は1986年 に 合 併 して ユ ニ シ ス と な る。
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第15表 米国 コンピュータ企業の参入状況
企 業 年 備 考
ス ペ リ ー ・ ラ ン ド 1949 前 身 の レ ミ ン ト ン ・ ラ ン ド が エ ッ カ ー ト ・ モ ー ク
リー ・コ ン ピュー タ会社 を買収 して進 出
IBM 1953 初出荷
ハ ネ ウ ェ ル 1955 レイセ オ ンと共 同で デ ー タマ ック社 を設立 。後 に
レイセオ ンの持分を取得 し自社事業 とす る。
RCA 1955 ビズ マ ッ ク1を 製造 。501を 発 表 し,58年 にEDP
事業設置。
バ ロ ー ズ 1956 エ レ ク トロ ・デ ー タ ー社 を 買 収 して 進 出。
GE 1956 ERMA開 発 に着 手。
CDC 1957 ス ペ リー ・ラ ン ドの ユ ニ パ ッ ク事 業 部 を 退 社 した
技術者が設立。
NCR X959 NCR304で ス タ ー ト。
DEC 1959
SDS 19fi1 パ ッ カ ー ド ・ベ ル ・エ レ ク トロ ニ ク ス社 の 技 術 者
が独立 し設立。
レ イ セ オ ン 1964 パ ッ カ ー ド ・ ベ ル ・ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 社 の コ ン
ピュー タ部門 を買 収。
ス タ ン ダ ー ド ・コ ン ピ ュ ー タ 19G5 is-sOOOで 登 場 。IBM7094と 同概 念 。 プ ロ グ ラ ム
ヒ ュ ー レ ト ・パ ッカ ー ド(HP) 1966
馳
一_」
(資料)日 本興業銀行調査部 『調査月報』146号30頁 。
CDCは コントロール ・データ社,SDSは サイエンティフィック ・データ ・システム社
。
退 した 。72年1月 に はCDCとNCRが 新 機 種 の 共 同 開 発 と周 辺 装 置 の 分 担 生
産 で 提 携 し,合 弁 会 社 コ ン ピ ュ ー タ ・ペ リ フ ェ ラル を 発 足 させ た。 む ろ ん
,ス
ペ リー ラ ン ドや ハ ネ ウ ェル も ま た 例 外 で は な く
,急 速 に 衰 退 して行 った 。一 方,
DECは 中 型 機 に 進 出 して 目覚 ま し い成 長 を 遂 げ ,SDSは 急 成 長 の 後 に ゼ ロ ッ
ク ス(XDS)に 買 収 さ れ る に 至 っ た。参 入 時 期 の 遅 い デ ー タ ・ゼ ネ ラ ル
,ヒ ュ ー
レ ト ・パ ッ カ ー ド(HP)及 び ワ ン グ ・ラボ ラ ト リー の3社 は小 型 ミニ コ ン な ど
で 急 速 に シ ェ ア を 伸 ば した。 こ う して70年 代 末 に は ,米 国 コ ン ピ ュ ー タ業 界 は
DECが 業 界2位 に 躍 進 し,こ れ に バ ロ ー ズ,CDC及 びNCRが 続 く とい う構 図
(37)
に変 わ ったの で あ る。
IBMは ライバ ル ・メ ー カ ーの絶 え ざ る出現 と米 国 政 府 の ラ イセ ンス拡 大 圧
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カ に よ って 徐 々 に 市場 シ ェ ア を低 下 させ た もの の,売 上高 と収 益 率 を増 大 さ
せ・業 界 に対 す る支配 力 を む しろ強 め る に至 った。実際70年 代 末 に全世 界 で
設 置 され て い た コ ン ピュ ー タの7割 は依 然 と してIBM製 マ シ ンで あ っ た と い
われ る。もち ろん,こ の優 位 はIBMが 業 界 標準 と して確 立 して きた ア ー キテ ク
チ ャー に 肱脚 す る もので あ った。 そ の結 果 ,ラ イバ ル ・メー カ ーは装 置 や ソ フ
トウ ェ ァや クー ロ ンな どをIBMが 定 義 した コ ン ピュー タ環 境 の 中で 作 る しか
な くな った。 とい うの も,ほ とん ど の ユ ー ザ ー はIBM360/370の ア ー キ テ ク
チ ャー以 外 に はほ とん ど見 向 き も しなか った ので,こ れ に取 って代 わ る シス テ
ムを作 り出す こと な どお よそ 不 可能 な こ と とい って よか ったか らで あ る。 こ う
して・ ラ イバ ル ・メー カ ー は常 に2番 手 メ ー カー に 甘ん ず るほか はなか った
。
と はい え,IBMの コ ンピュ ー タ産 業 に対 す る支 配 は不 完 全 な もの で あ り
,パ ソ
コM革 命 が進 展 す る70年 代 か ら80年 代 にか けて
,シ ス テ ム/360及 び370の
み な らず メ イ ンフ レー ム ・コ ンピュ ー タその もの の存在 自体 が窮 地 に 立た され
(38)
る こ と に な った の で あ る。
皿 日本 の コ ン ピュー タ 産 業
日本 の コ ン ピュ ー タ産 業 は米 国 よ り も10年 ほ ど遅 れ て 出発 し,マ シ ンの本
格 的 な生 産 が開 始 され た の は よ うや く1958年 頃 の こ とだ った。 国産 大 型 機 は
60年 代 半 ば 頃 まで は全 くとい って よ い ほ ど外 国機 に対 抗 で きなか ったが
,よ う
や く72年 度 に実働 台数 で これ を凌 駕 す るに至 った。もち ろん ,金 額 ベ ー スで見
れ ば・75年 度 末 にお いて も外 国機 が依 然 と して優位 にあ った。だが,60年 代 後
半のIBMシ ステ ム/360時 代 に比 べ て,70年 代 前 半 の シス テム/370時 代 に は
国産 機 メー カ ー も実 力 を飛躍 的 に向上 させ,75年 度 末 の市 販 機 に限 れ ば性能 と
効率 の両面 でIBMを 超 え る まで に成 長 した とさえ いわ認.そ こで,75年 ま
で の 日本 にお け る コ ン ピュー タ産業 の発 達 史 を1953年 ～57年 まで の揺 藍 期
,
58年 ～64年 まで の開 発期,65年 ～75年 ま で の発展 期 と3っ の時 期 に区分 し
,
各 時期 の特 徴 を見 て お くこ とに しよ う。
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[1]揺 藍期1953-57年
日本 にお け る コ ン ピュー タの研 究 は東 京大 学 や通産 省 電 気試 験 所 や電 電 公社
電 気 通 信研 究 所 な どを 中心 に1953年 頃 か ら行 わ れ て い たが,開 発 まで の道 程
は決 して平 坦 で はなか った とい う。 そ う した 中で いち早 く稼 働 に漕 ぎ着 けた の
は富 士写 真 フ イル ムが49年 か ら7年 の歳 月 をか けて開発 し,56年 に完 成 させ
たFUJICで あ った。 これ は同社 の岡 崎 文 次 が ほ とん ど独 力 で 開 発 完 成 させ た
真 空 管式 コ ン ピュー タで あ り,し か も実際 に レンズ設 計 に使 われ た実 用機 と し
(40)
て,お そ ら く技 術 計 算 用 コ ンピュ ー タの利 用 第1号 で もあ った とい って よい。
東大 と東 芝 もまた53年 ～59年 まで の6年 間 を か けて 真 空 管式 のTACを 共 同
開 発 した。 だが,TACは なか な か稼 働 せず 「動 か ざ る電 子計 算 機 」な ど と呼 ば
れ,よ うや く動 き出 した後 もほ とん ど実 用 に は な らなか った。 不幸 な ことに,
この失 敗 は コ ン ピュー タに対 す る東芝 の姿勢 を過度 に慎重 な もの にす る ことに
な り,結 果 と して 同社 が コ ン ピュー タ開発 にお いて他 社 の後塵 を拝 す る原 因 と
もな った ので あ る。
FUJICやTACな どの真 空管 式 コ ン ピュー タは第3図 の よ うに 日本 で は これ
と ほぼ同時 期 にす で にパ ラメ トロ ン式 や トラ ンジス タ式 の研究 が 進展 して いた
た め,全 く商用 化 されず に終 わ って しま ったの で あ る。57年 春 に は,電 気通 信
研究 所 で パ ラメ トロ ン式 コ ンピュー タ武蔵 野1号(パ ラメ トロンは54年 東大の後
;e,..が 発明)が Y次 いで58年 春 には東大 でPC--1が 完 成 され た。 これ らの技 術
が 基 礎 と な って,57年 に は 日本 初 の 商 用 機 で あ るHIPC-1,ま た58年 に は
NECのNEAC1101,1102,さ らに59年 に も富 士通 信 機 製造(現 在 の富 七通)
のFACOM212な どの パ ラメ トロ ン式 コ ン ピュー タが次 々 と商 用化 され た ので
あ る。 ス ター ト時点 で はNECと 日立 の2社 が 先行 して い たが,や や 出遅 れ た
富 士 通 も必 死 に後 を追 いか け始 め た。 こ う して 日本 の コ ンピュー タ産 業 は米 国
に7年 遅 れ て よ うや く商 用化 に漕 ぎ着 けた ので あ る。 だ が,パ ラメ トロ ン素 子
は速度 が遅 く,電 力 を食 うな どの い ろ い ろな弱点 を持 って い た上 ・ トラ ンジス
タ技 術 が そ の後急 速 に進 ん で大量 生 産 に よ る コス トダ ウ ンと品 質 の安 定化 に成
(41)
功 した ため,や が て淘 汰 され て行 くこ とにな るので あ る。
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[2]開 発 期1958-64年
そ の後,ト ラ ン ジス タ式 コ ン ピュ ー タの研究 が電 気 試 験 所 を 中心 と して行 わ
れ,56年7月 に点接 触 型 トラ ン ジス タを用 い たETL・MARK皿 が ,ま た58年
に は接 合 型 トラ ン ジ ス タを搭 載 し小 型 高速 磁 気 ドラム を 主記 憶 装 置 に使 った
ETL・MARKrvが 開発 され た。 さ らにaこ れ らの技 術 に基 づ い て,59年 には
日立 製 作 所 のHITAC301,NECのNEAC2201 ,三 菱電 機 のMELCOM2200な
どが一 斉 に商用 化 され,60年 に は本格 的 な生 産 態勢 に入 り,各 社 がETL技 術
を基 本 と した コ ン ピュー タの開 発 を競 うこ とに な った の で あ る。
中 で もNECは59年 にNEAC2201型 を拡 充 したNEAC2203型 を完 成 し,東
京電 力 や住 友金 属 工 業 な どへ納 入 し,国 産 機 で も立 派 に コ ン ピュー タと して使
え る こ とを証 明 した。 ま たa61年 に発 表 され たNEAC1201型 は レ ンタル 月額
13万6・800円 とい う超 小 型 で,当 時 の 日本 の実情 に合 致 して いた こと もあ って
最 大 の ヒ ッ ト機 種 に な った。 同 じ年 に発 表 さ れ たNEAC2205型 も小 型 な が ら
ライ ンプ リン ター や磁 気 テー プ分 類 装 置 な どを装 備 した1人 前 の コ ン ピュ ー タ
で,レ ンタル額 はPCS1セ ッ トとほぼ 同額(50～70万 円)で あ った とい う
。 レ ン
タル料100万 円前後 のNEAC2204型 を含 む これ らの いわ ば 「国 民 車 的」マ シ ン
は 日本 に お け る コ ン ピュ ー タの発達 に大 きな役 割 を果 た す こ とに な った
。 次 い
で,NECは62年 に中型NEAC2230型 と大 型NEAC2206型 を次 々 と発表 す る
ことに よ って国 産 メ ー カーで第1位 の シ ェア を 占め る こ とに な った ので あ る
。
だが,そ のNECも62年4月 にハ ネ ウェル社 との技 術 提 携 を契 機 に,64年 以 降
ハ ネ ウ ェル製 マ シ ンの国産 版 生産 路 線 を採 り
,純 国産 機 の生 産 を 放棄 して行 く
(42}
ことになる。
その転機 は60年 暮 にIBM保 有 の特許 が 日本で公開 された ことによ って訪 れ
た。 日本企業 は個 々の電子技術 にお いてはい くつか優れ た ものを持 っていた と
はいえ,総 合技術であ るコンピュー タに関 してはIBMの みな らず米国 の 「7人
の小人達」 に対 して も大 きく後 れを取 っていた。 日本企業 は この後 れを克服 す
るために外国技術 を積極的 に導入す る必要 に迫 られていた。 また発展の妨 げ と
な っていたIBMの 基本特許が 日本企業15社 との技術提携 とい う形で開放 され
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るに及 ん で,よ うや く最 大 の障 害 が 除去 され たの で あ る(シ ステム及びマシンは5
%,構 成 部品 は1%の ローヤ リテ ィで特許 の使 用が 可能 に)。 だ が,そ れ は同 時 に
IBMが 日本 国 内 で 生 産 を 開 始 す る こ と を も意 味 して い た の でs日 本 の コ ン
ピュー タ産 業 は新 た な競争 環 境 の下 に置か れ る こ とにな った。 そ こで,こ れ を
契機 に 日本 企 業 は61～64年 にか け て外 国 企 業 と ノ ウハ ウを含 む 技術 提 携 を相
次 いで結 び,積 極 的 な技 術 導 入 に よ るキ ャ ッチ ア ップ に努 め る ことに な った の
で(43}。 因 み に各 社 の技 術 導 入 先 と導 入 に伴 う主 な生 産 機種 を示 せ ば,第16表
の よ うにな って い る。
この技 術導 入 に よ る新 機 種 の生 産 は旺盛 な需要 の拡 一大と顧 客 の ニー ズに うま
く合 致 し,日 本 の コ ンピュー タ産 業 は飛 躍 的 な発展 を遂 げ る こ とが で きた。 も
ちろん,そ の一 方 で,自 主 技 術 開 発 の努 力 も開始 され,62年 に設 立 され た電 子
計算 機 技 術研 究 組 合(富i=通 信機製造(富 士通),沖 電気NECが 参加)が 政府 の重
第16表 技術導入による電子計算機
メ_カ ー-1技 術 導 入 先 生 産 機 種
ハ ネウ ェル

















TOSBAC5400シ リ ー ズ(モ デ ル10,20,30),
TOSBAC5100シ り 一 ズ(モ デ ル20,30),














WH MELCOM350(モ デ ル5F,モ デ ル30F)
沖 ユ ニパ ック ス ペ リ ー ラ ン ド
一
〇UKIOO4,0UKIO40,0UK9000シ リ ー ズ(モ デ ル
9200,9300,9250,9350,9400,9700)OUK90シ
1リ ー ズ(モ デ ル90/300).___」
(資料)『 電 子r業 年鑑1975』274頁 。
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要技 術 研 究 開 発 費融 金 を受 け て,65年 にIBM709・ に対抗 す るF。NTACを
完成 させ・FAC・M23・-5・ と して 商 ・靴 す る に至 った
.特 に富 樋1よ 他 社 の よ
うに外国 メー か との技 術 提 擬 し、っさ い行 わず
,棚 轍 術 に よ る開発 に固
執 しなが ら簸 の..築 いて行 った.富 樋 は61年 に トラ ン ジス タ∫窺の 大
型FACOM222と 中 型FACOM241を ,ま た62年 に は数値 言陣 用FACOM231
を 完 成 さ せ て 好 評 を 得・64年 に は 後 の フ ァ ミ リー ・シ リー ズ に っ な が る
FACOM230--50を 発 表 して飛 躍 へ の足 掛 りを 燃 だ ので 轟)
。
一 方
,東 芝 は優 秀 な技 術 力 を持 ちなが ら前述 のTACで の失 敗 の後 遺 症 か ら
大 幅 に出遅 れ たが・62年 に よ うや くコ ン ピュ ー タ ら しい コ ン ピ
ユ ー タで あ る
TOSBAC4200を 発 表 し・ つ いで64年 に は技術 計 算 用 の 世界最 高速 純 国 産 コ ン
ピュ ー タTOSBAC3400を 発 表 してIBMを 驚 か せ たの で あ る
.し か しa64{1{
にGEと の技 術提 携 に踏 切 った後 はそ の 日本 版 を発表 す る こ とに な
った が,不
運 に も後 年 にGEが コ ン ピュー タ事業 か ら腿 す るに 至 った ため に大 きな打 撃
を被 った・ ま た・ 沖 電 気 は端 椴 や デ ー タ伝送 機 器 の分 野 にお け る囎 的 な競
拗 硝 景 に コ ンピュー 舛 産 に も参 入 したが,や が て小 型 機 部Pりを除 き髄
して しま った の で あ る(汎 膿 の纏 は63年9∫]に ,細 したスペ リーラン ドとの合
弁会社沖ユニーバ ックに委ねた)。
三 菱電 機 は 当初 は技 術 用 や プ ロセ ス制 御 用 の開 発 に業務 を限 定 して いたが
,
62{「 にTRW(ト ム ソン ・レーモ ・ウール ドリッジ)と 技 術 提 携 を したの を契 機
に・64年 にTRW530型 の降i産版 を発 表 した
.し か し,60年 イざ後 半 に な る と,
同社 は 自 一T開発路 線 を強 め・ やが て ドル箱 商 品 とな る超 小 型80シ リ_ズ を 発
表 す る こ とに な る。 松 下 通 信機 工 業 も61年 に 小型 のMADICIIA型
,63年 に
中型 のMADICm型 ・64年 に超 小 型 のMADIC5・ ・型 を完 成 す る な ど着 々 と商
品 化 を進 め て いたが・64年 σ)不況 期 に突 然 に コ ン ピュー タ分 野 か ら撤 退 して し
ま った。 い うまで もな いが,こ の撤 退 は松 下 グル ー プの総 合電 機 メ ー カ ーへ の
発展 を挫折 させ る と同時 に,将 来 の中核 産 業 で あ る コ ン ビa .一一タ産 業 か ら日本
の勧 メーか を脱落 させ て しま った とい うことを鰍 していたので認
。
と もあれ,64年 頃 にな る と,よ うや く事務 分野 で の一般 ユ ー ザ ーか ら 「国 産
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コ ン ピュー タで も一 応 卜分使 え る」 と い う声 が 聞 かれ る よ うにな った とい う。
だが,日 本 企 業 は富 ヒ通 を除 いて キ ャ ッチ ・ア ップの た め に外 国 企 業 との技 術
提 携 に益 々拍 車 を掛 け る ことに な った。 もち ろん,こ の提 携 は国 産 コ ンピ ュー
タのハ ー ド及 び ソ フ トを急速 に発 展 させ たが,そ の一 方で 多 くの マ イナ ス面 も
持 って い た。 しか も,提 携 先 の ソフ ト技 術 が ま った くの期 待外 れで あ った り,
途 中 で 開 発 中 止 に な った り した た め,や む な く自社 開 発 を余 儀 な くされ る と
か,提 携 先 が突 如 他社 に吸 収 合併 され る とい うよ うな不運 に遭 遇 す るケ ー ス も
見 られ た。 結 局,外 国 企業 との技 術 提 携 は功 罪 相 半 ば す るとい って よ く,し か
もその後 の コ ンピュー タ分野 に お け る企 業間 格差 に も大 きな影響 を及 ぼ した の
で(46)。
む ろん,初 期 の コ ンピュー タ産 業 は政 府 の振 興 策 や電 電 公社 との共 同開 発 に
よ って大 い に発 展 を促 され た。 例 えば 、57年 の電 子 」業 振 興臨 時 措 置法 は57
年 ～70年 に電子 計 算 機 の研 究 に約17億 円 の補 助金 を交付 し,電 子計 算機 製 造
メー カ ーの合 理化 に約26億 円 の開 銀 融 資 を提 供 した。 また,61年8月 に は 日
本 電 子 計 算 機 株 式 会 社(JECC)が,株 セで あ る国 産電 子 計 算 機iメ ー カ ー に代
わ って国 産 機 の販 売 を促 進 す るた め に,レ ンタル資金 の調達 を は じめ と して レ
(47)
ンタル 業務 の い っさい を行 う目的 で設 、1され た。 さ らに,62年 に は富1通 ・ 日
電,沖 電気 の3社 が電 子計算 機 技 術研 究 組 合を 作 り,コ ン ピュ ー タ分野 で初 め
て政府 援 助 を受 け た共 同研 究 開発 体 制 を ス ター トさせ て い る。 な お,60年12
月 に は通 産 省 が仲 立 ち とな って,国 産7社 とIBMと の包 括 的 な基 本特 許 使 用
契約 が締 結 され,技 術 面 か らの コ ン ピュー タ生 産 の障 害 が取 り除 かれ るこ とに
な ったので あ る。
[3]発 展期1965-75年
1964年 にIBMが シ ス テ ム/360を 発 表 す る と,日 本 メ ー カ ー は技 術 提 携 先
の新 機 種 の国 産化 と改 良 を進 め,次 い で66年 ～68年 に はr{主 技術 に基 づ く開
発 に よ って対 抗 機 を陸 続 と発 表 す る に至 った。例 えば65年 に,当 時 業 界第1位
だ ったNECは ハ ネ ウ ェル との技 術 提携 に基 づ くNEAC2200型 シ リー ズ,富 卜
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通 も独 自の純 国 産技 術 に よ るFACOM230型 シ リー ズ
,日 立 もHITAC8000シ
リー ズ(RCAの スペク トラ70シ リーズの国産化)を そ れ ぞれ発 表 した
。 日本 で も
65年 を 境 に集 積 回 路(IC)を 採 用 した第3世 代 コ ン ピ
ュ ー タの時 代 に突 入 し
(この当時はMSI(槻 模u路)の 時代)詩 に68年 以 降 の樋 はICを1・0%使
用 す るよ うに な って いた とい う。 しか も,70～71年 には これ らの改 良版 と もい
(48}べき性 能//11比 の高 噺rを 自主 技 術 に よ って続 々 と登 場 させ た の で あ
る。
こ う した 日本 企 業 の 実力 向 上 と共 に,コ ンピュー タ市場 の開放 を要 求 す る外
圧 が強 ま り・ 舳 化 は必 至 の情 勢 とな って きた
.だ 力咽 産機 メー か は長 期
に わ た る多 額 の研 究 開発 投 資 や未 経 験 の事 業 展開(販 売 ソフ トウ
ェア.シ ステム
サポー ト,保 守等)に 伴 う巨額 の資 金需 要 のた め に 巨額 の赤 字 を抱 え
、IBMな ど
の外 国企 業 とは とて も互 角 に戦 え る態 勢 になか った。 そ こで,早 急 に国 産 メ_








小 型 超小型 合 計
19659 44 37 100 32
196618 57 35 100 37
1967 28 51 67 loo 45
1968 30 56 fig 100 48
19fi9 37 61 71 100 51
1970 38 67 72 96 53
1971 42 71 72 7fi 55
1972 42 72 72 so 55
1973 41 70 71 51 54
1974 43 71 73 53 54
1975 45 70 74 54 55
197s 48 71 73 55 57
1977 49 72 73 58 58
1977D 50 71 74 61 58
(資 料)r電 子 工業年 鑑197丑 一72』230頁 ,r電 子礫 年鑑




国家事業 と して実施 され る




を超 え るものを 目標 として
いた。 その結果、 日本 の コ
ンピュー タ技術 は大幅 に向
上 し欧米 との技術格 差を大
幅 に縮小 させ たばか りでな
く,LSIな どの電子部晶や
機器の製造技術 を も向上 さ
(49)せ
る こ と に な っ た 。 ま た,
0286) 日 ・米 の コ ン ピ ュ ー タ 産 業41
国 産機 の シ ェア(実 働金額 ベース)も 第17表 の よ うに小 型,中 型 で は66～67年
頃 に は過 半 を 占めi69年 に は全 体 で も51%を 占め るまで に な った ので あ る・
だ が,70年 にIBMが シ ステ ム/370を 発 表 し,71年 か ら出荷 を始 め る と,日
本 メー カー は深 刻 な対抗 機 種 の不足 に直面 す るに至 った。 しか も,71年7月 の
第4次 及 び第5次 資本 自由化 を機 会 に第18表 の よ うな コ ン ピュ ー タ産 業 の 資
本,貿 易,技 術 の 自由化 スケ ジュー ルが決 定 され,国 産 機 メー カー は国 際競 争
とい う厳 しい試 練 の時 代 を迎 え る こ とにな ったの で あ る。 そ こで,通 産 省 は71
年 に電 子計 算 機 等 開発 促 進補 助 金 制度 を設 けて国 産機 メー カ ーの グル ープ化 を
図 り,72年 夏 に は 日立 一富 士 通,日 電 一東 芝,三 菱 電機 一沖電 気 の3っ の技 術
研 究 組 合 を ス タ ー一 トさせ,開 発 資 金 の50%補 助 を 挺 子 に70年 に発 表 さ れ た
IBM/370シ リー ズに対 す るキ ャ ッチ ・ア ップを急速 に推 進 した。政 府 が約690
億 円 を投 入 した この プ ロ ジ ェ ク トは 日 甑 一富 七通 のMシ リー ズ,NEC一 東 芝
のACOSシ リー ズ,三 菱電 機 のCOSMOシ リー ズ と して そ れ ぞれ結 実 し,コ
ン ピュ ー タ本 体 の輸 入 自由化 及 び資本 の 自由化 が始 ま る75年 末 に ど うにか 間













の 　 　も 　
　 　 ロ ぬ 　　 　 　コロ　
憲ll… 　　
僻三12♪124}ヨ






































42商 経 論 叢 第31巻 第3号
0285)
そ の成 果 と して,例 え ば最 上 位 機 種 の ひ とっ で あ るM190がIBMの 超 大 型
機370/168の 処 理 速 度 を2～3倍 も上 回 るな ど の大 成 功 を収 め る こ とが で き
た とい う。 か くして国 産機 メー カ ー は少 な くと もハ ー ドウ ェア(コ ンピュ_タ 本
体)技 術 で はIBMを 凌 駕 す るまで に な った の で あ る
。70年 代 に入 る と,コ ン
ピュー タは1兆 円産 業 とな り,国 産 機 各 社 もど うにか採 算 に載 せ られ るよ うに
な り・ 産 業 と して の基 盤 を 確 立 す る こ とが で き た
。 しか も,そ の用 途 は ユ_
ザ ー層 の レベ ル ・ア ップやハ ー ド ・ソフ ト両面 で の性 能 向上 によ って飛 躍 的 に
拡大 した。 む ろん,日 本 企業 大 手6社 は ソフ トウ ェア面 で は依然 と して弱体 で
あ ったが,欧 米 の主 要 メー カ ーがIBMと の競 争 に相 次 いで敗 れ
,撤 退 や合 併 に
追 い込 まれる中で、 ともか くも生 き残 ることがで きたので認
。
しか も,76年 ～80年 に は次 世 代 コ ン ピュー タの開 発 に不 可 欠 な最 先 端 半導
体 の技 術 開発 を 目的 とす る超LSIプpジ ェ ク トが総 事 業 費720億 円(う ち300
億円を国庫負担)を 投 入 して実 施 され,微 細 加 工技 術 な ど多方 面 にわ た って大 き
な成 果 を挙 げ た。 例 え ばf79年 に は富 士 通 が 第19表 の よ うに情 報 処 理機 器 売
上 高 で 日本IBMを 追 い抜 き,NECや 日立 もその差 を縮 め て い る
。 また,第4
図 の よ うに81年 に は コ ン ピュー タの輸 出が 輸 入 を凌 駕 し,そ の後 も輸 出 国 と
して の地位 を強 化 して い る。さ らに,こ れ まで 日本 企 業 はIBMの 新 機 種 発 表状
第19衷 日本の各社別データ処理機器総収入
(単位=百 万 ドル)
197fi 1977 1978 1979 "1 1981 r・ 19$3 1984
日 本IBM 2,755 2,935 3,153 3,242 3,333 4,288 4,849 fi,122 7,688
富 士 通 2,395 2,745 3,030 3,2ss 3,821 II:1 5,322 6,613 8,573
日 本 電 気 1,140 1,376 1,fifi9 2,008 2,404 3,325 4,247 5,203 ss20
日 立 1,420 1,600 1,900 2,160 2,500 ?,880 3,620 4,430 5,320
東 芝 592 591 430 504 8u3 950 1,4Q5 1,830 2,315
沖 電 気 438 444 470 628 788 io91 1,304 1,648 1,850一三 菱 電 機
32Q 38Q 450 530 620 730 940 1,300 1,fi54
日本 ユ ニパ ッ ク 704 678 716 735 7ss 9a9 1,037 1,075 1,215
バ ロ ー ズ 435 45Q 470 546 505 573 607 667 go7
NCR 343 3fi9 343 343 4$2 496 585 612 figfii
r嶺F糊 、 周一"一 々 漏i昼 黛 宵(資料)デ ラマー ター前掲書389頁 。
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(資料)『 電子 工業年鑑1987』254頁 。
況 を見た上 で対抗機種 を出 して きたが、90年 の次世代汎用 コンピュータ発表 の
際には,日 立 を先頭に 日本電気 や富士通 はそれぞれ各時点での世界最高性能機
をIBMに 先行 して相次 いで発表 したので ある。 この ことは,従 来IBMを 追撃
す る立場 にあった 日本企業 が半導体技術を中核 とす るハ ー ドウェア技術のみな
らず,IBM互 換 ソフ トウ ェアの開発技術 に関 して も並 々な らぬ 自信 を持 っに
(51)
至 った こ とを示 す もの といえ よ う。
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IVダ ウ ンサ イ ジ ング
[1]マ イ ク ロブ 篇セ ッサ ーの 出現
コ ン ピュー タは戦後 ,事 務 用 を主 に科 学技 術 計 算 用 を加 え た デ ジ タル型 汎 用
機市 場 を 中心 に発展 して きたが,半 導 体技 術 の進歩 と需 要 の多様 化 に促 され て
多様 な マ シ ンが 出現 す る こ とに な った。例 え ば,60年 に は ミニ コ ンが米 デ ジ タ
ル ・イ クイ ップ メ ン ト社(DEC)に よ って 発 表 され,70年 に は 日本 で も登 場 し
て年 率10%以 上 の勢 いで成 長 を続 け た。もち ろん,70年 代 半 ば頃 まで は汎 用機
(超大型,メ イ ンフレーム)の 優 位 は不動 で,コ ン ピュー タ市場 は大型 機 や ミニ コ
ンを 主要 な収 入源 とす るIBM,DEC,HPな どの一握 りの メー カー に よ って 支
配 され て い た。 だ が,71年 の マ イ ク ロプ ロセ ッサ ー(MPU)の 発 明 が 市場 に革
命 を もた ら し,新 時代 を開 幕 させ る ことに な ったの で あ る。
MPUは 従来 の論 理LSIよ り も汎 用 性 に優 れ,体 積 も極 めて 小 さ く格安 な 上.
に一 人 前 の コ ン ピュ ー タと して の能 力 を も備 え て い たか ら,75年 に メモ リチ ッ
プや周辺 チ ップ と組 み合 わ せ たパ ソ コ ン(PC)を 誕生 させ る ことに な った。 し
か も,77年 に はア ップル ・コ ン ピュー タが誰 にで も容 易 に使 い こなせ る画 期 的
なパ ソ コ ンを 発 表 す る に至 った。 こ う してパ ソ コ ンの登 場 は コ ン ピュ ー タの
ユ ーザ ーを初 め て一 般 人 衆 に まで拡 大 し,人 量生 産 篇大量 販 売 の時代 を切 り開
くこ とにな った ので あ る。 主 要 メー カ ーが ま だMPUの 価 値 に懐 疑 的 だ った時
期 に,弱 小 の起 業 家 達 は これ ら巨大企 業 の スキ を突 き,新 しい テ ク ノ ロジ ーを
駆 使 しなが らコ ンピュー タの設計や利用法 を根本的 に変革す ることになま喫。
特 に小 型 機 の機 能 や性 能 の向上 は コ ン ピュー タの ダ ウ ンサ イ ジ ング(小 型化)
を推 し進 め,汎 用機 か らオ フコ ン,ワ ー クス テ ー シ ョ ン(WS)や パ ソコ ンへ と
主 力 市場 を次 々 と移動 させ て行 った。 中 ・小 型機 の処 理 能 力 や分散 処 理 機 能 は
絶 えず急 速 に向上 して行 った の で,ユ ー ザ ー は益 々 ダ ウ ンサ イ ジ ングへ の傾斜
(53)
を強 あ る こ とにな った。 その結 果,汎 用 機 は次 第 に用途 を 限定 され る こ とにな
り,オ ープ ンシ ステ ム化 に基 づ く異機 種接 続 に よ る機 能 分 担 を図 り,汎 用機 の
特 徴 を生 か せ る分 野 へ と特 化 して生.き残 りを模 索 す る まで に追 い込 まれ る よ う
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に な る の で あ る。
[2]パ ソ コ ン革 命
(1)パ ソコ ンの誕 生
周 知 の如 くイ ンテ ル がMPUを 初 め て開 発 した の は71年 の こ とだ った。 こ
の4040と 呼 ば れ るMPUは4ビ ッ トの コ ンピュ ー タ機能 を1個 のICに 組 み込
み,2,000個 近 い トラ ン ジス タを1片 の シ リコ ン上 に集 積 した ものだ ったの で,
世界 に衝 撃 を与 え た。 とは いえ,4ビ ッ トMPUは コ ン ピュー タに応 用 す るに
はあ ま りに も非 力 す ぎた ので,電 卓 や 自動販 売 機 な どの機 器 に制 御装 置 と して
搭 載 され,イ ンテ リジ ェ ン ト化 の波 を惹 起 す るに とど ま って いた の で あ る。
次 いで,73年 に イ ンテ ルが8ビ ッ トMPU8080を 発 表 す る と,コ ン ピュー タ
第20表 パ ー ソナル コ ンピ ュータ小史
「四開
1971イ ン テ ル 社
1973イ ン テ ル 社
1974モ トロー ラ社
1975ミ ッ ッ 社
ザ イ ロ グ 社
iii轡 　 1
三繍 曜 フ凱 撫 ト発表($420)}
1976S400パ ス マ イ コ ン続 々 誕 生
(IMSAI,POLYMOPHIC,CROMENCO)
コ ン ピ ュー タ ー ク ラ ブ各 地 で 発 足
マ イ コ ン雑 誌 『バ イ ト」 『イ ン タ ー フ ェ イ ス ・エ イ ジ』 発 刊






































マ イ コ ンキ ッ トTK-80発 表
鞠H}…
ベ ー シ ッ ク マ シ ンTK-一 一80BSを 発 表
8086マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 発 表
国 内でマ イ コ ンによ るBASICの 普及
1979




パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タの発 表 ・発 売
」
『電 子_L年 鑑1982』343頁 。
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へ の利 用 は よ うや く本 格 化 す る。 しか も,第2(1表 の よ うに74年 に はモ トロー
ラが6800,75年 に は ザ イ ロ グがZ-80と い う8ビ ッ トMPUを 相 次 いで 商品 化
した ので,低 価 格 ・高信 頼 性 の8ビ ッ ト製 品 が 大量 に 市場 に出 回 り
,や がて パ
ソコ ンの発 展 を促 す こ とに な った ので あ る。 この初 期 パ ソコ ン ・ブーム を創 出
したの は専 門家 で は な く,マ ニ アや若 い技 術 者 達 で あ った。 マ ニ ア達 は市販 の
チ ップを使 って手 作 りのパ ソコ ンを組 み立 て,そ の シ ステ ムや ソフ トウ ェア を
開発 す る上 で巾心 的 な役 割 を果 たす ことに な った。そ う した中 で,75年 に発 売
され たMITS社 の パ ソコ ン ・キ ッ ト 「アル テ ア 」は僅 か397ド ル と
,個 人 で も
容 易 に 手が 出 せ るよ うな最 初 の コ ンピ ュー タだ ったの で,た ち まち大量 の注文
が殺 到 す るに至 った の で あ る(第(54)20)。
しか しなが ら・ アル テ ア はモ ニ タ もキ ー ボ ー ドもな く,複 雑 な機 械 言語 で プ
ロ グラム しな けれ ばな らなず y優 秀 なハ ッカ ーで もな い限 り使 い こなす こ とが
で きなか った・ イ ンテル も8080チ ップ程度 のパ ワーで は とて もBASIC(コ ン
ピュー タのプログラ ミング言語の1つ でメインフ レームで広 く使用)を 動 かす こ とは
で きな い と断 言 して い た。だが,B .ゲ イ ッ とP.ア レンは アル テ ア用BASICの
開発 に敢然 と挑 み,75年2月 に8800上 でBASICを 動 か し,MPUが 十 分 に コ
ン ピュー タの頭 脳 とな り うる こ とを実証 したの で 誘署
.ま た,76年4月 に は
ア ップ ル 社(21歳 のS。 ジ ョブズ とS .ウ ォーズニ ァ クが設 立)が 単 な る基 板 だ が ア
ル テ ア と 同 等 の 能 力 を 持 ち
,し か も テ レ ビ に接 続 可 能 な ア ッ プ ル1を 発 売 し
た 。 さ らに,こ の マ シ ンは モ トロ ー ラ社 製 のMPUを 搭 載 し
,ウ ォ ー ズ ニ ア ク
が書 いた独 自のBASICを 採 用 して い たの で ～ぢ碧 。
とは いえ,パ ソ コ ンが 手 作 りの領 域 を超 え て量 産 時 代 に入 るの は77年 に発
表 され た コモ ドール社 のPETを も って嗜 矢 とす る。PETは 僅 か600ド ル に も
かか わ らず,フ ル キ ー ボ ー ド付 でCRTデ ィス プ レー とカ ッセ トテ_プ レコ_
ダを 内蔵 し・コ ン ピュー タの機 能 を す べ て備 え て お り,BASFイ ンタプ リタ も
組 み込 まれ て い た ので,ユ ーザ ー はす ぐにBASICで コ ン ピュー タ応 用 プ ロ グ
ラム の作 成 に取 り掛 か る ことが で きたの で あ る。
しか も,75年 に は イ ンテル に プ ロ グ ラ ミングの コ ンサル タ ン トと して雇 わ れ
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て いたG.キ ル ドール が デ ィス ク ドライ ブ付 きパ ソコ ン用 の オペ レー テ ィ ング
シ ス テ ム(OS)と してCP/Mを 書 くに至 った。 い うま で もな く,OSは コ ン
ピュー タにデ ー タの読 み込 み方,プ ロセ ッサ ー と メモ リ問 の デ ー タの受 渡 し,
打 た れ た キ ーの判断 方 法 な ど シス テ ム全体 に関 わ る作 業 を指示 す る ソ フ トウ ェ
アで あ る。 そ れ ゆ え,こ れ に よ って ワー プ ロな どア プ リケ ー シ ョンプ ロ グ ラム
の開 発 が非常 に容 易 にな った。こ う して デ ィス ク ドライ ブ(IBMの 開発)とCP/
Mが 登 場 した こ とに よ りsパ ソコ ンの柔軟 性 とパ ワー は飛 躍 的 に増 大 す る こ と
(57}
にな ったの で あ る。
もちろん,ア ルテ ア8800は 最 初 の パ ソ コ ンとい って よ いが,キ ッ ト組 立 に最
低 で も40時 間 を要 した こ と もあ って商 業 的 に は不成 功 に終 わ った。 これ に対
して商業 的 に大成 功 を収 め た最 初 のパ ソコ ンが ア ップルIIで あ った。 ア ップル
IIは 外 部記 憶 装 置 と して フ ロ ッピデ ィス ク ドライ ブが使 え,文 字 だ けで はな く
カ ラー グ ラ ッフ ィ ック ス も扱 え,他 人 が作 っ た ア ップ ル用 の ソ フ トを買 え た
し,素 人 で も仕 事 に使 う こ とがで きた。 とはい え,ア ップルHは フル装 備 の シ
ステ ム価 格 が3,000ド ル とs家 庭 用 の製 品 と して はや や高 く旺盛 な需要 を望 み
得 なか った。 しか しなが ら,ア ップルIIは やが て独 自の ビジネ ス用 途 を見 い 出
して成功 す る こ とにな った ので あ る。 社 内 の メ イ ンフ レーム利 用 に不 都合 や不
満 を感 じて い た企業 の中 間管 理職 たち が,最 初 は ア ップ ルIIで しか使 え なか っ
た表 計 算 ソフ ト 「ビジ カル ク」 の使 い方 を あ っとい う間 に習得 したか らだ とい
う。 そ の結 果,ビ ジカル クは ビジネ スマ ンや会 計 士 や財 務 立案 者 を紙 と鉛 筆 に
よ る苛酷 な スプ レ ッ ドシー ト作 りの作 業 か ら解 放 し,同 時 に ア ップルIIを 大 成
く　
功 させ る き っか け とな った の で あ る。
(2)IBM-PCの 登 場
70年 代 半 ば 頃 に な る と,IBMも パ ソ コ ン市 場 に対 して無 関心 で はい られ な
くな った。 特 に当時 のIBM会 長F.ケ ア リー は早 晩 メ イ ンフ レー ムの売 上 高 が
横 這 い に な り,将 来 パ ソ コ ンが 大規 模 な市 場 にな る と確 信 して い た とい わ れ
る。もちろん,社 内 のパ ソ コ ンに対 す る支 持 は70年 代半 ば に お いて もケ ア リー
(59)
を除 け ば上 級 管 理職 の間 で は極 めて稀 だ った。しか し80年 代 に入 る と,パ ソコ
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ン市場 が ア ップルや タ ンデ ィな どの成 功 に よ って急 成 長 を遂 げた の で
,IBMは
もは や この有 望 な 市場 を無 視 し続 け る こ とが で きな くな った。 こ う してIBM
は ボ カ ラ トン研 究 所 のD.エ ス ト リッ ジの下 でIBM-PCを 作 り上 げ る こ と に
な ったの で あ る。
エ ス ト リッジ は官 僚 主義 的 社風 の影 響 を排 除 す るた あ に社 内 か ら異端 児 ば か
りを集 めて グル ー プを作 り,IBM史 上 初 め て部 品 の ほ とん どを社 外 調達 して製
品を組 み 立て,通 常 の品質管理手続 きを も省略す ることに じ聖。 だカa湘 す
べ き こ と は,IBMが この 時,MPUとIBM-PCの 基 本 ソ フ トウ ェ ア の 選 択 に 関
して パ ソ コ ン業 界 の 将 来 を 左 右 す る2っ の 重 要 な 決 断 を下 した 点 で あ る。IBM
は 当 時 主 流 だ った 処 理 能 力 に 制 約 の あ る8ビ ッ トに 対 して16ビ ッ トMPUの
搭 載 を決 ど),イ ンテ ル社 製MPU8088を 採 用 す る こ と に した の で あ る。
この 頃,イ ンテ ル(8086と8088)と モ トロ ー ラ(68000)と ナ シ ョナ ル ・セ ミ コ
ンダ ク タ(16032)の3社 だ け が16ビ ッ ト ・プ ロ セ ッサ ー を 発 売 して い た
。 こ の
うち16032は エ レガ ン トで 強 力 で あ り,68000も 強 力 で ソ フ トウ ェ ア の 作 成 が
容 易 で あ っ た が,8086は 極 め て 強 力 な 反 面 メ モ リが 使 い に く く,8088は8086
か らパ ワ ー を取 っ た よ うな もの で 技 術 的 に見 て,.魅 力 の 乏 し い もの だ った
。
ボ カ ラ ト ンの 技 術 ス タ ッ フ は8088よ り もむ し ろ モ トロ ー ラ の68000の 方 を 気
に入 って い た が,IBM-PCの 設 計 チ ー ム は既 に8088以 前 の8085を 使 っ て い た
の で,イ ンテ ル の ア ー キ テ ク チ ャ ー を 熟 知 して お り,利 用 で き る ソ フ トウ ェ ア
も数 多 く,必 要 な 周 辺 チ ッ プ ま で す べ て 揃 って い た こ と か ら僅 か に イ ンテ ル の
8088に 一 日 の 長 が あ っ た よ う で あ る。 しか も,IBM-PCは 同 社 の ミニ コ ンや メ
イ ン フ レー ム か ら顧 客 を 奪 う こ と が な い よ うに わ ざ と処 理 速 度 を 落 とす よ うに
(61)
作 られ た と もい われ て い る。 一方,イ ンテル側 も当時,主 要 ビジ ネ スが メ モ リ
チ ップ事業 で あ り,8088チ ップ1個 の納 入価 格 を僅 か9ド ル(IBM-PCの 基板に
使 うハ ンダと同程度の価格)に 値 切 られ た こと もあ って,IBMの 採 用 決定 を あ ま
(62)
り重 要 視 して い な か っ た ら しい 。
ま た,OSに は結 局,マ イ ク ロ ソ フ ト社 のMs-cosが 採 用 さ れ ,後 に マ イ ク
ロ ソ フ ト帝 国 を 誕 生 さ せ る き っか け と な った
。IBM-PCチ ー一ム は 当 初B.ゲ イ
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ツに プ ロ グ ラム言 語 の供 給 の み を依 頼 し,OSに 関 して は イ ンテ ルベ ー スの パ
ソコ ンで既 に標 準 とな って いた デ ジ タル リサ ーチ社(G・ キル ドールの会社)の
CP/Mを 採 用 す る予定 だ った。 だがyキ ル ドー ル とIBMと の 間 に行 き違 いが
生 じ,キ ル ドー ル は今 世紀最 大 の ビジ ネ スチ ャ ンスを逃 す とい う失 策 を犯 した
ので あ る。IBMチ ー ムは デ ジ タル リサ ー チ との取 引 を断 念 し,時 間 的 な余 裕 も
(63)
な い こ と か ら マ イ ク ロ ソ フ トにOSの 提 供 も依 頼 す る こ と に し た。 ゲ イ ツ は
IBMと の 取 引 を 秘 密 に して,シ ア トル ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ社 か らCP/Mの
代 わ りに な る 「ク イ ッ ク&ダ ー テ ィ ー ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 」(QDOS)
の 著 作 権 を2万5000ド ル で 買 い,さ らに そ の 後5万 ドル で 独 占 権 を 買 い 取 っ
(64)
たの で あ る。
このQDOSは 既 に完 成 して い る とい う点 を除 けば なん ら特筆 す べ き特 徴 も
な く,ま たマ イ ク ロ ソフ トの プ ロ グラマ ー に作 れ な い よ うな特 殊 な機 能 も持 っ
て いな か った。だ が,何 よ りも時間 が な い とい う理 由か ら,ゲ イ ッ はCP/Mか
らコー ドの一 部 を盗 作 したQDOSの 拡 張版 をMS-DOSと 改名 して,IBM-PC
の 発表 に必要 な ソ フ トウ ェアを取 り敢 えず 準 備 す る ことがで きたの で あ る。 し
か も,ゲ イ ッはIBMと 交渉 し,マ イ ク ロ ソフ トが 開発 した シ ステ ムの権利 を所
有 し,IBMは ロイ ヤ リテ ィ契 約 に基 づ き使 用 料 を 支払 う とい う合 意 を獲 得 し
た。 こ う してIBMはDOSの 所 有 権 を 手 に入 れ る機 会 を逸 し,マ イ クロ ソ フ ト
にOSの 標準 を設定 し所 有 す る こ とを許 す 結 果 とな り,パ ソ コ ン ・ビジネ スで
く　
極 め て不利 な地 位 に置 かれ る こ とにな った ので あ る。
しか し,キ ル ドー ル はQDOSがCP/Mの コ ー ドを広 範 にわ た って 盗 用 して
い る事実 を発 見 し,IBMに 証 拠 を突 き付 けて きた。IBM-PCはQDOSの 下 で
しか動 か な い アプ リケー シ ョンに基 づ い て販売 戦 略 を展 開 して い たの で,既 に
軌 道 修 正 が 不 可 能 な状 況 に あ った。 著 作 権 侵 害 の事 実 は明 白 だ った が,キ ル
ドー ル の狙 いがIBM-PCにCP/M-86をQDOSと 同様 に付 け て販 売 して も ら
うこ とに あ った ので,IBMも 訴 訟 に よ る救 済 の放 棄 と引 き換 え に これ を受諾 し
た。 む ろん,キ ル ドー ル は非常 に優 れ た製 品で あ るCP/M-86が す ぐに も市場
を制 覇 す る もの と信 じて疑 わ な か った が,合 意 に基 づ く価格 決 定権 を持 って い
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たIBMがPC-D4Sを60ド ル で売 り,CP/iiを240ド ル で 売 った の で,値
段 が 高 い上 に ア プ リケ ー シ ョ ンが1っ もな いCP/itは ほ とん ど売 れ ず に 終
わ る こ とに な ったの で 認 。
(3)IBM-PCの 市場 制 覇
1981年8月 に発 表 され たIBM-PCはMPU8088を 搭載 し
,フ ロ ッ ピー デ ィ
ス ク ドライ プ1基 と16キ ロバ イ トRAMを 装 備 して い た
。ま た,画 面 表示 は白
黒 だが テ レビ並 み の解像 度 を持 ち,ア ップルIIの そ れ よ り もは るか に大 き くて
読 み やす く拡 張 性 も備 え て いた(拡 張 スロッ トに機能拡張用の装置を接続 したり
,マ
シン内部の基板 に640キ ロバイ トまでメモ リを増設)
。 しか も,マ イ ク ロ ソ フ トの要
請 で,シ ス テム に グ ラ フ ィ ック機 能 が付 け加 え られ て いた。 この機 能 は2～3
年 後 に出現 してIBM-PCの 最 終 的 な成 功 に最 も大 き く貢 献 した応 用 ソ フ トで
あ るmタ ス12-3の 起 動 を可 能 にす る こ とに な った の で あ る
。 これ に対 し
て,ア ップル,タ ンデ ィ,ケ イ プ ロな ど他 社 の多 くの マ シ ンは当 時
,文 字 表示
の み で画像 を表示 す る こ とが で きなか った
。 い うまで もな いが,ハ ー ドウェ ア
の成 否 はユ ーザ ーに優 れ た多 くの ア プ リケ ー シ ョンを提 供 で き るか ど うか に依
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存 して い る。 ア ッ プ ルIIが79年 の ビ ジ カ ル クの 発 売 に よ って ヒ ッ ト した よ う
に,IBM-PCの 成 功 は ひ と え に ロ ー タ ス1-2-3に 負 っ て い た と い え る の で あ
(67)
Q
なお,IBMはMS-DOS,CP/M,UCSDpシ ステ ムの3種 類 のOSを 顧客 に
提 供 した。 しか し,MS-DOS以 外 は処 理 速 度 が遅 い上 に価 格 も高 か った とい
う。 しか もDOSはPCが 発 表 され た 時点 で 利 用 で き る唯一 のOSで あ った。
CP/Mは6ヵ 月 も遅 れ て完 成 したが,価 格 がDOSよ り もは るか に高 か った の
で,IBMは そ の後DOSだ けを サ ポ ー トす る と表 明 す る に至 ったの で あ る(84
(68}
年 のパ ソ コ ンOS市 場 に お け る シ ェ ア は第5図)。
IBM-PCは 本 体 価 格 で1,595ド ル,ソ フ トウ ェ ア や プ リ ン タ ー やlr一 ブ ル な
どす べ て を含 む セ ッ ト価 格 で 約3,000ド ルで あ った。IBM-PCチ ー ムは注文 が
あ った数 量 だ けを製 造 す る とい う従 来 のや り方 を止 め、学 校 や家庭 を ターゲ ッ
トにす るア ップ ル に対 して,企 業 を販売 ター ゲ ッ トに据 え,第21表 の よ うな新
しい流 通 ル ー ト(コ ンピュー タランドやシアーズ ・ビジネスセ ンターなど)を 通 じて
(69}
積 極 的 に販売 活 動 を行 った ので あ る。
そ の結 果,IBMはPC発 売 後1年 半 の間 に生 産能 力 を は るか に超 え る大量 の
第21表 主要米パソコンメーカー各社の販売方法
一 般 の コ
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ア タ リ 0 0 0 0
コ モ ド ー ル a O 0 0
ヒ ュ ー レ ッ ト ・












IBM 0 0 0 0 0
タ ン デ ィ 0 0 0
ゼ ロ ッ ク ス 0 0 0 0 0
(資料)『 電子工業年鑑1984』435頁 。
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注 文 に追 わ れ る こ とに な った。IBMのPC事 業 収 入 は81年9～12月 に4 ,000
万 ドル を超 え,84年 に は40億 ドルに も達 した。 しか も,IBM-PCの 成 功 は多
くの周 辺機 器 や ソフ トウェ アの メ ー カー を 出現 させ る ことに な った。 例 え ば,
ロー タス(M .ケ ー一パ ーが 設`r .)はDOSベ ー スの 表計 算 ソフ ト(ロ ー タ ス1-2-
3)を8088の 回路 専 用 に喬 き,IBM--PC上 で ビジカ ル クよ り もか な り高速 で 作
動 させ る こ とが で き るよ うに した ので,IBM--PCを 業 界標 準 にす る と共 に,ビ
ジカ ル クを圧 倒 す る こ とに もな った の で あ る。 そ の た めIBM-PCは 業 界標 準
と して の地位 を認 め られ,82年 末 に 『タイ ム』 誌 恒 例 の特 集 「マ ン ・オ ブ.
ザ ・イ ヤー」 に人 間 で はな い に もかか わ らず選 ばれ る とい う栄 誉 に浴 した
。 こ
う してIBMが ハ ー ドウ ェアを}マ イ ク ロ ソフ トがOSを,イ ンテ ルがMPUを
そ れ ぞれ 支配 す る とい う80年 代 の パ ソ コ ン業 界 を特 徴 づ け た独 特 の分 業型 寡
占構 造 が 形成 され る ことに な った の で あ る。
周 知 の よ うに業界 標 準 を確 立す る最 善 の方 法 は技 術 的 な仕 様 を公 開 し,他 社
が機 能拡 張 用 装 置 や ソフ トウ ェア の開発 に容 易 に参 入で きるよ うにす る ことで
あ る。 もち ろ ん,IBM-PCは この よ うな 考 え に基 づ いて マ シ ンの ア ー キ テ ク
チ ャー を公 開 した最 初 の コ ン ピュ ー タで あ った。そ の結 果,IBMは パ ソコ ン市
場 に お け る 主導 権 を握 ったが,84年 の転換 期 を境 にむ しろ主導 権 を失 って行 く
くアの
ので あ る。IBMは84年 以 降 相 次 いで 失敗 作 を発 表 した ため,市 場 で の評 判 を
落 と し,過 去 の栄 光 を徐 々に失 って行 った。80年 代 半 ば頃 まで は衰退 は それ ほ
ど顕 著 で は なか ったが,IBMが 既 に過 去 の資産 によ って 辛う じて食 いっ な いで
い る こ とは明 らか だ った ので あ る。
さて71BM-PCの 目覚 ま しい成 功 は多 くの企 業 にIBM互 換機 路 線 へ の転 換
を促 す こ とに な った。互 換機 の多 くはIBM-PCよ り も安 価 で高 速 だ った が,80
年代 前 半 頃 ま で はIBMが 市場 を支 配 し続 け,多 くの 配換 機 メー カ ーを 市場 か
ら締 め出 して行 った。また,そ の た め にIBMは83年 に10メ ガバ イ ト(100万 文
字)の ハ ー ド ・デ ィス ク ドライ ブを装 備 した 卓 上 コ ン ピュー タXTを ,ま た85
年 に はパ ソ コ ンと ミニ コ ンの 中 間 に位 置 す るATな どを 次 々 に発 表 した の で
あ る。
(274)
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[3]IBMの 衰 退
(1)衰 退 の淵 源
1970年 にF.ケ ア リー がCEO(最 高経営責任者)に,J.オ ペルが社 長 に就 任 し
た が,IBMは 彼 らの時代 に徐 々 に衰 退要 因 を醸成 して行 った ので あ る。IBMは
システ ム/370(360の 後継機)を 深 刻 な世 界 的 不 況期 で あ る70年 代 初 頭 に発 売
し,著 しい販 売 不振 に陥 った.ま たIBMは 予想 利 益 率 が低 い とい う理 由 で
370の 後継 機 と想 定 され て い た システ ム/380開 発 の サ イク ルを1つ 飛 ば して・
オ ペ ルの監 督下 に 「F/S」(フ ユーチャーシステム)と 呼 ばれ る全 く新 しい 世代 の
技 術 開 発 を開 始 した の で あ る。だ が,F/Sは あ ま りに も野 心 的 な計 画 で あ った
た め に限 られ た時 間 内 で は と うて い実 用 化 に漕 ぎ着 け る ことがで きず・ や が て
景 気 回 復 と共 に370の 売 上が急増 した こと もあ って,76年 に は莫大 な 資金 を浪
費 した後 に何 らの成 果 も挙 げ る こ とな く放 棄 され た。 これ に伴 って低 消 費電 力
でMPUに 最 適 なCMOSの 開発 計 画 も放 棄 され,後 にIBMがMPUの 性能 で
競 合企 業 の後 塵 を拝 す る大 きな原 因 とな った。 しか も・F/S計 画 に よ る膨 大 な
社 内 資源 の浪 費 は,IBM全 体 の開発 計 画 を も大 幅 に遅 らせ,日 本 企 業 の急 速 な
くアの
キ ャ ッチ ア ップを許 す原 因 と もな った ので あ る。
しか もF/Sの 失 敗 後,IBMの 経 椰 車は胡 肱 新 製 品 の開 発 に は繍}こ 臆 病
と な り,370ア ー キ テ クチ ャー が時 代 遅 れ にな って もな お絶 対 視 す る よ う に
な った。 こ う してIBMは 強 固 な官 僚 主義 に 支配 され るよ うに な った。70年 代
初 頭 にIBMは メイ ン フ レー ム戦 略 の見 直 しを迫 られ て い たが,F/Sに 巨額 の
資 金 を浪 費 し,大 きな リス クを 冒す 余裕 を既 に失 って しま って いた ので あ る。
そ こで,IBMは 手 っ と り早 く利 益 を 上げ る方便 と して 価格 決 定方 式 を改 め・顧
客 に リー ス よ りも買取 りを奨励 す るよ うにな った。そ の結 果aIBMは マ シ ン販
売 代 金 の全 額 を一 挙 に受 け取 るよ う1こな り・81-84年 に売 上を290億 ドノレ留
460億 ドル に,利 益 も33億 ドル か ら66億 ドル に増 大 させ た(第6図)の で あ る。
しか し,価 格 設 定 の変 更 に伴 う売 上 増 加 の効 果 が な くな る と,IBMは 新 規 リー
スの一 部 を売 上 と して計hす るな ど従 来 の保 守 的 な会 計 方 式 まで も変更 した。
こ う して リー ス方 式 か ら買取 り方式 へ の変 更 は利 益 を人為 的 に膨張 させ たば か
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りで な く・IBMの 財 務 を非 常 に不 安 定 な もの に した。そ の上,IBMは 日本企 業
の低 コ ス ト製 造 技 術 に対 す る恐 れ か ら 自動 化 工 場 に多額 の資 金 を 注 ぎ込 ん だ
が,こ れ も結 局 は うま くいか ず失敗 に終 わ ったの で あ る
。
(2)パ ソコ ン市場 で の覇 権喪 失
IBMは83年 初頭 にはPC/XTを 発 表 し,ビ ジネ ス用PC市 場 の75%を 占 め
るに至 った。 しか し・コ ンパ ックが82年 に画期 的 な ポー タブルPCを 発 売 して
挑 戦 して きた時 に は,IBMは84年2月 に よ うや く追 随 して対 抗 機 を発 表 した
もの の・ あ ま りに も重 くス ク リー ンが不 鮮 明 なマ シ ンだ ったの で
,あ っとい う
間 に市 場 か ら消 え 失 せ て しま った の で あ る。 以 後 ,IBMはPC市 場 が ラ ッ プ
トップ型 を経 て ノー トブ ック型 の時 代 に移 行 す る90年 に至 る まで
,ま と もな
ポ ー タ ブル型PCを 発 売 で き な か った。 こ う して小 型 化 競 争 で 後 れ を取 った
IBMは90年 代 初 頭 に年 間60億 ドル に も達 す る に 至 ったPC市 場 で 僅 か な
シェ ア を維 持 の み と な った の で あ る。 この 間 にIBMはMPUを 特 別 仕 様 化 し
たPC/ATを 発 売 して互 換 機 を懸命 に排 除 しよ うと したが
,完 全 な空 振 りに終
わ り,逆 に互換機の台頭 を許す ことにな ・チ建。
(272) 日 ・米 の コ ン ピ ュ ー タ産 業55
85年 当 時,IBMは ビ ジ ネ ス用PC市 場 の80%以 上(84年 に は全PC市 場 の
41%),ま た メイ ン フ レー ム市場 の80%近 くの シェ アを 占有 して いた。しか し,
85年 後 半 以 降 の互 換 機 メ ー カ ーの 台頭 に よ り,IBMは ビジ ネ ス用PC市 場 で
シェ アを70%強 か ら40%弱 に まで低 下 させ た。 パ ソコ ン出荷 台 数 で も,IBM
は第22表 の よ うに86年2月 に は31%ま で シ ェアを低 下 させ て い る。しか も,
コ ンパ ッ クが86年9月 に い ち早 くイ ンテ ル の 次 世 代MPU80386を 搭 載 して
IBMの 最 強 マ シ ンATの 数 倍 の処 理 速 度 を持 っPCを 発 表 し,IBMか ら シ ェ
ア と同 時 に技術 的優 位 まで も奪 い去 って しま ったの で あ る。む ろん,IBMに も
80386を ベ ー ス と したパ ソコ ンを作 る計 画 はあ ったが,利 幅 が 薄 く,収 益 の大
きい ミニ コ ン との共 食 いを恐 れ た経 営 委 員 会 の 反 対 で頓 挫 して しま った とい
う。 結 局,IBMは87年 後半 に な って や っ と80386を ベ ー ス に したPS/2を 発
表 したが,他 社 マ シ ンよ り も30%～50%割 高 な こ と以 外 に は何 らこれ とい った
くアの
特 徴 もな い とい う代物 だ った ので あ る。
と ころで,イ ンテ ル は次世 代MPU80386の 開 発 に成 功 した が,IBMが ま っ
た く関心 を示 さな か った こ とか ら,最 重 要 顧 客 で あ るIBMの 心証 を損 ね るか
第22表 米国のパソコン出荷台数 シェア(単 位=%)
1
'/ 1981 ・'.i 1986') 1993 1994
ア ッ プ ル35.1
タ ン デ ィ40.6
コ モ ド ー ル13.O
HPI8.4
1BM
コ ン パ ッ ク
ゼ ニ ス
AT&T
ノぐ ッ カ ー ド ベ ル
デ ル
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(資 料)『 電 子 工 業 年 鑑1986』331頁,『 電 子T._業 年 鑑1983』383頁,『 電 子 工 業 年 鑑1987』359頁 。
『エ コ ノ ミス ト』1995年10月10日 号47頁 。1)は2月 現 在 の 数 値 。5%未 満 は そ の 他 に 計
卜。







第23表 売上高推移(単 位:百 万 ドル)
















































　　 　 　 ロ 　 _1ロ ロ 　 　 　
(資 料)ム ー ア 『 イ ン テ ル と と も に 』189頁 。
M.A.CusumanoandR,W.Selby ,
ルfαビ`70soソ母sθcγ 配s,1995.p.3,
も知 れ な い とい う リス クを敢 え て 冒
して まで コ ンパ ッ クに接 近 した。 だ
が,こ の賭 け は見 事 に成 功 し,コ ン
パ ック は業 界 初 の32ビ ッ トパ ソ コ
ン 「デ ス クプ ロ386」 を 大 ヒ ッ トさ
せ,IBM互 換 機 陣営 の中 で トップ企
業 とな ったの で あ る。 しか も,80386
チ ップは性 能 面 で の評 価 も高 く,そ
の後 各社 の採 用 が相 次 ぎ,32ビ ッ ト
時代 の到 来 と共 に イ ンテ ル の優位 を
一 気 に定 着 させ た
。 ま た,コ ンパ ッ
クが32ビ ッ ト機 商 戦 の緒 戦 を制 し
た こ と でaIBMが 他 の 新 興 互 換 機
メー カー に どん どん シ ェアを 蚕食 さ
れ て行 くとい う流 れ が完 全 に で きあ
が って し ま っ た の で あ る。 そ の 結
果,86年 ～87年 頃 に な る と,パ ソコ
ンは メー カ ーの名 前 よ り もむ しろ イ ンテル の プ ロセ
ッサ ー 名を冠 して呼 ば れ る
よ うにな りy同 社 の売 上高 も第23表 の よ うに急 増 す る こ とに な 写禦
。
一 方
,マ イ ク ロ ソフ トも第23表 の よ うに互換 機 メ ー一カー に対 す るDOSの 販
売 か ら得 た ロイ ヤ リテ ィに よ って 十・分 な資金 を蓄 え,IBMに 対抗 で き るだ けの
(76)
力 を持 っ よ うに な った。 こ う してIBMはPC業 界 の標 準 設 定 者 で あ る マ イ ク
ロ ソフ ト(OS)と イ ンテル(MPU)に 対 す る影 響 力 を喪 失 し
rDJ部 門 の メ イン
フ レー ム事業 が不 振 に陥 った際 にPC事 業 か らの収 益 に頼 る とい う機会 を失 っ
て しま った ので あ る。 既 に80年 代 末 に はIBMは 業界 リー ダー と しての 地位 か
らア ップルや コ ンパ ック と同 等 の地 位 へ と転 落 して しま ったの で あ る
。
(3)ポ ス ト 「IBM時 代 」
ダ ウ ンサ イ ジ ングが 予想 以Lに 猛 烈 な勢 いで進 展 した た あ,IBMは 中核 部 門
(270) 日 ・米 の コ ン ピ ュ ー タ産 業57
で あ るメイ ンフ レー ム事 業 の急 速 な衰退 に直面 す る こ とにな った。 当初,メ イ
ンフ レーム の不 振 は景 気 後 退 に伴 う一過 性 の もの と看 倣 され て い たが,93年 の
景 気 回 復 に もか か わ らず業 績 は一 向 に好転 す る気配 を見 せ て い な いの で あ る。
とい うの も,パ ソコ ンやWSは 単 に安 価 な だ けで は な く,MPUの 急 速 な性 能
向上 や ビジネ ス用 ソ フ トウ ェア の高 度 化 な どに よ って メイ ン フ レー ム並 みの計
算 能 力 を持 っ に至 り,人 企 業 の メ イ ンフ レー ム離 れ を加 速 して い るか らで あ
る。そ の結 果,IBMは メ イ ンフ レー ム及 び その周 辺装 置 の売 上 高 を90年 の190
(77)
億 ドル か ら93年 の90億 ドルへ と激 減 させ る ことに な った。
特 にIBMは 第24表 の よ うに90年 に お い て も メイ ンフ レー ムへ の依 存度 が
第24表IBMの メインフレーム依存率
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非 常 に 高 く,92年 頃 に お い て も 世界 メ イ ン フ レー ム 市場 で70%も の シ ェ ア を
占 め て い た。 しか し な が らsダ ウ ンサ イ ジ ン グの 進 展 に よ っ て,世 界 の コ ン
ピ ュ ー タ 市場 に お け る メ イ ン フ レ ー ム の シ ェ ア は急 速 に 低 下 して い る の で あ
る。例 え ば,87年 ～92年 の 僅 か5年 の 間 に メ イ ン フ レー ム が33%か ら22%へ
,
ま た 中 型 機 も31%か ら23%へ と シ ェ ア を 人 幅 に 減 少 さ せ て い る の に対 して
,
1¥°ソ コ ン は31%か ら45%へ
,WSも4%か ら9%へ と シ ェ ア を 大 き く増 加 さ
せ て い る。 さ らに,93年 に はパ ソ コ ンが 全 体 の55%を 占 め る に 至 り
,メ イ ン フ
レー ム は18%,lll機 も17%砧 あ る にす ぎな か っ た の で(7$)
。
この よ う に パ ソ コ ンが 世界 コ ン ピ ュ ー タ市 場 の過 半 を 占 め る に 至 っ た に もか
か わ らず,IBMは こ の 分 野 で80年 代 末 の18%か ら92年 の13% ,93年 の14%
と シ ェ ア を 低 下 さ ぜ て い る。 ま た,国 内 パ ソ コ ン市 場 で は,IBMは92年 ま で
ト ップ の 座 に あ っ た が,93年 に は ア ッ プ ル に 鼻 の 差 で 首位 を奪 わ れ
,94年 に は
コ ンパ ッ ク や パ ッ カ … ドベ ル に も抜 か れ て 一気 に4位 に 転 落 して い る(第22
ロ 　ラ
表)。 この よ うな ダ ウ ン サイ ジ ングへ の不適 応 に よ って,IBMは 第7図 の よ う
に80年 代 半 ば 頃 か ら業績 を 著 しく悪 化 させ る こ とにな ったの で あ る。
一方 ・ コ ンパ ック は8カ 月 ほ ど前 の経 営 危 機 を克 服 して92年 初 頭 に は デ ザ
イ ンを一 新 した安 価 な コ ン ピュー タを 引 っ提 げ て不死 鳥 の よ うに蘇 った。 コ ン
パ ッ クは も と もと品 質 に は定 評 の あ る メー カー だ った が,今 回 は コス トをIBM
の40%ほ どの水 準 に抑 え た マ シ ンを発 売 したの で あ る。もち ろん,IBMも これ
に対 抗 して価 格 を引 き下 げ たが,依 然 と して コ ンパ ック製 よ り も3分 の1ほ ど
割 高 だ った。 そ の間 に,や は り品質 に は定 評 の あ るデ ルが非 常 に低 価 格 のパ ソ
コ ンを発 売 し,熾 烈 な価格 競 争 を惹 起 させ たの で,パ ソコ ン価 格 は92年 半 ば に
は40～50%も 暴 落 す るに至 った。 こ う して92年 夏以 降,IBMの パ ソ コ ンに対
す る注 文 は激 減 す る こ とにな った。 コ ンパ ッ クが躍 進 す る中 で,IBMは パ ソ コ
ン事業 で92年 に10億 ドル もの損 失 を 出 し,93年 にな る と市場 を リー ドす る力
(so)
を完 全 に失 って しま った ので あ る。
これ に対 して イ ンテル はMPUの 事 実 上 の独 占 だ けで は満 足 せ ず,パ ソ コ ン
や家電 や電 気通 信 分 野 にお け るハ ー ドウ ェア生 産 に も進 出 す る ことを 目論 ん で
t2fi8) 日 ・米 の コ ン ピ ュ ー タ産 業59
い る。特 にマル チ メデ ィアが注 目され るよ うにな った93年 以 降 イ ンテ ル は安
価 な ゼ家電 パ ソ コ ン」の 世界 標準 を確 、アしよ う と意 欲 を燃 や して い る。 だが,
これ によ って パ ソコ ンは 更 に 日用 品化 し,益 々 あ ま り儲 か らな い ビジネ ス とな
(81)
りそ うな気 配 が生 じて い る。 マ イ クロ ソ フ トもまた新型MPUのRISC(縮 小命
令セ ッ ト・コンピューテ ィング)チ ップ搭 載 マ シ ンでUNIXが 基 本 ソ フ ト(OS)と
して普及 す るか も知 れ な い とい う危機 に 直面 し,特 定 のMPUに 限定 されず 全
(82)
て の コ ン ピ ュ ー タで 使 え る ウ ィ ン ドウ ズNTの 開 発 に遭 進 して い る と い う。
と もあ れ,90年 代 前 半 の パ ソ コ ン業 界 は マ イ ク ロ ソ フ トの ウ ィ ン ドウ ズ と イ
ンテ ル のMPUを 軸 とす る 「ウ ィ ンテ ル 」が 第1勢 力 を 形 成 し,IBM,ア ップ ル
コ ン ピ ュ ー タ,モ トロ ー ラ の 「パ ワ ーPC連 合 」 が 第2勢 力 と して これ に 対 抗
す る と い う構 図 に よ って 支配 され て き た 。 と い うの もtOSが コ ン ピ ュ ー タ上
で 業 務 を 処 理 す る ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ トの仕 様 を規 定 して い た の で,必 然
的 に マ イ ク ロ ソ フ トが 大 き な影 響 力 を持 つ に 至 った か らで あ る。 実 際fマ イ ク
ロ ソ フ トのOSと イ ンテ ル製MPUを 搭 載 した マ シ ン は世 界 の パ ソ コ ン の8割
を 占 め て い る。
だ が,米 パ ソ コ ン業 界 は マ イ ク ロ ソ フ トの 新 しいOS「 ウ ィ ン ドウ ズ95」 の
発売(95年8月)と イ ン タ ー ネ ッ トの 登 場 に よ って 目 ま ぐる しい 変 化 に 見 舞 わ
れ る こ と に な った 。 パ ソ コ ンは,ブ ラ ウザ ー(閲 覧 ソフ ト)大 手 の ネ ッ トス ケ ー
プ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ社 が 急 成 長 を 遂 げ,サ ン ・マ イ ク ロ シ ス テ ム ズ社 の
新 言語 「JAVA(ジ ャバ)」 が 人 気 を 博 す る な ど,新 た な ネ ッ トワ ー一ク端 末 へ と進
化 しっ っ あ る と い う。 確 か に ウ ィ ン ドウ ズ95は 最 強 の パ ソ コ ンOSと い え る
が,イ ン タ ー ネ ッ トが パ ソ コ ンの存 在 自体 を 変 え,マ イ ク ロ ソ フ ト帝 国 の 影 響
力 を 脅 か そ う と して い る。 何 故 な らば,パ ソ コ ンの 利 用 者 は,ソ フ トメ ー カ ー
が ジ ャバ を 使 い イ ン タ ー ネ ッ トを 通 じて 配 布 す る様 々 な ソ フ トを ブ ラ ウザ ー に
よ って 呼 び 出 せ る の で パ ソ コ ンの 機 種 やOSに 縛 られ る こ と が な くな り,マ イ
ク ロ ソ フ トの 影 響 力 か ら離 脱 す る こ とが で き るか らだ と い う。 こ う して ブ ラ ウ
ザ ー と ジ ャバ を 連 動 す れ ば,ウ ィ ン ドウ ズ に 対 抗 で き る ネ ッ トワ ー クOS環 境
を 作 り,ま た イ ン ター ネ ッ トの 閲 覧 に 機 能 を 限 定 した 安 価 な パ ソ コ ン 「ネ ッ ト
60商 経 論 叢 第31巻 第3尋
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ワ ー ク ・コ ン ピ ュ ー タ(NC)」 の 開 発 に よ っ て 既 存 の パ ソ コ ン市 場 を 侵 食 す る
ことも可能 となるといわれてい るので認 。
[4]日 本 の パ ソ コ ン産業
70年 代後 半 に米国 で始 ま ったパ ソ コ ン革 命 は間 もな く日本 に も上 陸 し
,パ ソ
コ ン ・ブー ムを惹 起 した。 米 国 で は当初,ホ ビー ス ト用 の趣 味 的機 械 にす ぎな
か ったパ ソ コ ンが81年 のISM-PCの 出現 に よ って ビ ジネ スに も使 え る実用 機
の時代 を迎 え た。 だ が,日 本 で は,パ ソコ ンは漢字 を表 示 し処 理 で きる よ うに
な らな けれ ば ビジ ネ ス用 の実 用 機 と して は使 え る見込 が なか った
。 そ こで,こ
の 日本語 処 理 の た め に,日 本 の パ ソ コ ンは漢 字ROMな どの独 特 なハ ー ドウ ェ
ア的 な仕 組 み を 工夫 せ ざ るを 得 な か った(特 殊な日的のためにハー ドウェアを使 う
と,ソ フ トウェア的な仕組みで処理す る場合よ りもはるかに高速だ とい う)
。また,高 品
位 の漢 字 表 示 を 可能 にす るに は,米 国 で使 わ れ て い た よ うな320×200ド ッ ト
で は無 理 だ った の でNECのPC-9801は640×400ド ッ ト}日 本IBMの5550
は1024×768ド ッ トの画 面解 像 度 を採用 した。 この結 果,日 本 のパ ソコ ンは80
年代 を通 じて独 自の仕 組 み の まま発展 して い き,日 本語 処 理 の で きるPC--9801
は急速 に普 及 して国 内 に お け る業 界 標 準 を 確 立す る に至 った の で あ る。 む ろ
ん・82年 当時 の16ビ ッ ト機PC-9801は 世 界 的 な水準 か ら見て も圧 倒 的 に優 れ
く　　た
パ ソ コ ンだ った と いわ れて い る。
しか し,日 本 の パ ソ コ ンは独 自の仕 組 み を持 った た め に,海 外 のパ ソコ ン ・
メー カ ーが 日本 市場 へ参 入 す る ことを著 しく困難 に した。 とい うの も,外 国製
パ ソコ ンは 日本 市場 に参 入 す る ため に,日 本 語 処理 が 可能 な特 別 の改 造 を加 え
な けれ ば な らず,割 高 とな って 日本 市場 で の競 争 力 を失 って しま ったか らで あ
る。 こ う して80年 代 に は,日 本 のパ ソコ ン市 場 は事 実 上 ,日 本 企 業 間 だ けの競
争 とい う鎖 国状 態 に陥 り,や が て名Pcggo1を 擁 す るNECが 寡 占体 制 を築
き,競 争 を ほ とん ど消滅 させ る ことに な った の で あ る。
しか も,PC-9801は 出荷 累 計 数 が20万 台 を記 録 した84年 頃 か ら,販 売 戦 術
を初 期 の高 性 能 ・低 価 格 と い う技 術 指 向 か らマ ーケ テ ィン グ指 向へ と少 しずっ
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変化 させて行 った。それゆえ,競 争 が ほとん ど消滅す ると,パ ソコンは電卓の
よ うには価格 が下が らず高値で安定 し,新 技術の導入に も遅 れて次第 に国際競
争 力を失 って行 った。 日本製パ ソコ ンは性能が外国製 に比べて一段劣 り,価 格
(85)
も2倍 と甚 だ割 高 に な った ので,輸 出 も徐 々 に減 少 して行 ったの で あ る。
日本市 場 でNECの 独 占 によ る無風 状 態 が続 い て い る間 に,世 界 のパ ソ コ ン
市場 は競 争 の激 化 に よ り価格 破 壊 が急 速 に進 行 した。 特 に 日本IBMが90年 に
OSレ ベ ルで 日本 語処 理 で きるDOS/Vを 開発(MPUパ ワーの向 上によって 可能)
し,そ の仕様 を公 開 した結果,日 本 市場 向 けのIBM互 換 機 に もそれ を搭 載 す る
ことが 可能 とな った。 しか も,こ れ に よ って海外 で開発 され た膨 大 な数 の ソ フ
トウ ェアが 利 用 で きる よ うに な った ばか りで はな く,高 性 能 な マ シ ンを低 価 格
で 購入 で き るよ うに もな った ので あ る。
92年 頃 まで,目 本 の コ ン ピュー・タ市 場 はパ ソコ ン26%,WS11%,合 計37%
(86)
と世 界 市場 と比 べ て もダ ウ ンサ イ ジ ングが 著 し く遅 れて いた。 だ が,コ ンパ ッ
クが93年 に 日本 製 パ ソ コ ンの 半額 とい う低 価 格 マ シ ンを引 っ提 げ て 日本 市 場
へ本 格 的 に参 入す るや,激 しい価 格 競争 が 起 こ り,市 場 を活 性 化 させ る こ とに
な った。実 際93年 に はパ ソ コ ンの生 産額(9,934億FDが 汎 用 コ ン ピュー タの
く　 　
生 産 額(8,303億 円)を 初 あ て凌駕 す るに至 った。 こ う して 日本 のパ ソコ ン市場
も米 国 に2年 ほ ど遅 れ て よ うや く本 格 的 な ダウ ンサ イ ジ ングの波 に襲 わ れ る こ
とにな った。 しか も国 内パ ソコ ン市場 に お いて は,95年 に富 士通 の躍進 な どで
IBM互 換 のDOS/V機 が 出荷 台数 で初 め てNECの 「PC-9800」 シ リー ズを上
(gg}
回 り,つ いにNECの 寡 占体 制 を崩 壊 させ るに至 ったの で あ る。
む す び
世 界 の コ ン ピュー タ市場 は技 術 革 新 の進 展 に伴 うダ ウ ンサ イ ジ ング(小 型機
への需要 シフ ト)と シ ステ ムの オ ー プ ン化 とい う2つ の構 造変 化 に見舞 わ れて い
る。 半 導 体IC技 術 の急 速 な進 歩 が そ れ まで 超 大型 コ ン ピュー タで しか処 理 で
きなか った よ うな仕 事 を小 型 のパ ソ コ ンで も可能 に した ので あ る。 そ の結 果,
大 型機 で集 中処理 す るよ り も小型 高 性 能機 の ネ ッ トワー クで分 散 処 理 す る方 が
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はるかに能率的で安上 が りとな った。 こうして市場 の需要 は80年 代後 半以降
,
超大型機や大型機か らパ ソコ ンやWSへ と移動す るに至 ったので毒饗。ダウ ン
サ イ ジ ングの荒 波 はIBMを 初 め とす る汎 用機 や ミニ コ ンの メ ー カ ー に大 打 撃
を 与 え,パ ソ コ ンやWSな ど小型 機 メ ー カ ー に対 す る追 風 とな った。IBMは
90年 代 半 ば にお い て も大型 機 分野 で は圧倒 的 な シ ェアを維 持 して い るが
,大 型
機 自体 の比 重 が大 き く縮 小 して い る現状 の中 で は,必 然 的 に斯 界 で の地 位 を低
下 させ ざ るを得 なか ったの で あ る。 また,異 な った機 種 間 の接 続 を可能 に す る
オ ー プ ン化 の動 き も汎 用機 メー カ ー に深 刻 な打 撃 を与 え て い る。
こ う して80年 代 初 あ頃 まで世 界 の コ ン ピュ ー タ市場 の60%を 支 配 す る 巨人
と して君 臨 して きたIBMは,半 導 体IC技 術 を中心 とす る技 術 革 新 に伴 うダ ウ
ンサ イ ジ ン グ とオ ー プ ン化 の 荒 波 に 翻 弄 さ れ,業 界 に お け る 主導 権 を 完 全 に
失 って しま った ので あ る。IBMは 汎用 機 市場 で常 に圧 倒 的 な優 位 に立 って い た
ため・ 結果 的 に ダウ ンサ イ ジ ングの流 れ を読 み誤 る ことに な った と いえ る
。 今
や各 社 が入 り乱 れ てyパ ソ コ ン,ひ いて は コ ン ピュー タの覇権 を あ ぐる戦 国時
代 を展 開 して い るので あ る。 とはい え,熾 烈 な競争 は特 にハ ー ドウ ェア分野 に
お いて展 開 され て い るの で あ って,パ ソ コ ンの心臓 部 で あ るMPUは イ ンテル
が・OSは マ イ クロ ソ フ トが依 然 と して業界 標 準 と して の地 位 を竪 持 して い る。
む ろん・ ハ ー ドウェ アで は,HPや コ ンパ ックな どの小 型 機 メー カ ーが 主導権
争 いで優位 に立 って お り,汎 用機 各 社 は ダウ ンサ イ ジ ングの ス ピー ドにつ いて
行 くのが精 一 杯 とい う状 況 に あ る。 とは いえ,ハ ー ドウ ェア にお い て は,販 売
台 数 が増 加 して も利 益 は ほとん ど増 加 しな い とい う,利 益 な き繁 忙 の状 態 が続
いて い る。
翻 って 日本 の状 況 を一 瞥 して み れ ば,イ ンテ ル や マ イ ク ロ ソ フ トが覇 権 を
握 って い る現 在 の よ うなパ ソ コ ン業 界 の構造 の 中で は,日 本 企 業 が 主役 の座 に
踊 り出 る 可能性 は極 めて乏 しい とい わ ざ るを え な い。 日本 企 業 はデ ジ タル 設計
や シス テ ム集 積 技 術 で大 き く後 れ を取 って お り,コ ス ト競争 力 も完 全 に失 って
い る。 しか も,92年 ま で優 位 にあ った 半導 体 産 業 に お い て も 日米 再 逆 転 が 生
じ・ これ に よ って 日本 企 業 は コ ンピュー タ産 業 を支 え るデ ジタル設計 ,シ ステ
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ム,ソ フ トウ ェア,及 び 半導 体 とい う重 要技 術 の ほ とん どにお い て後 れ を取 っ
て しま った の で あ る。 今 ま さに マ ル チ メ デ ィア時 代 を迎 え よ う と して い る現
在,そ の中心 とな るパ ソコ ンや ソフ トの技 術 にお い て後 れ を取 るに至 った 日本
企業 は虎 の子 と もいえ るテ レビな どの民 生 用 電 子機 器 分 野 で も将 来,競 争 力 を
失 う危 険 性 にす ら直面 して い る とい って よい ので あ る。
(注)
(1)1896年 に世 界 最 初 の 機 械 式 計 算 機 会 社 タ ビ ュ レー テ ィ ン グ ・マ シ ン社 が ホ レ リ
ス に よ って 設 立 され た が,1911年 にC.R.フ リン トに よ って 他 の3っ の 会 社 と統
合 さ れ,コ ン ピュ ー テ ィ ン グ ・タ ビュ レ ー テ ィ ング ・レ コー デ ィ ン グ(CTR,24年
IBMに)社 に 改組 さ れ た 。1914年 に はT.ワ トソ ン1世 が 社 長 に迎 え られ た。 一
方,パ ワー ズの 機 械 は電 動 式 パ ンチ ング,分 類 機 の 改 善 や安 価 な賃 貸 料 な どで タ
ビ ュ レー テ ィ ン グ ・マ シ ン社 製 機 械 よ り も優 れ て お り,そ の 後 同 社 は レ ミ ン ト
ン ・ラ ン ドの 一 部 門 と な り,さ らに は スペ リー ・ラ ン ドの 一 部 門 と な った(J.N.
Shurkin,EnginesofTheMind・ ・.・,名谷 一 郎 訳 『コ ン ピュ ー タを 創 った 天 才 た
ち』 草思 社,1989年67-85頁 。J.W.Cortada,.BeforetheComputerIBM,,!>CR,
Burroughs,&RemingtonRand&theIndustrytheycreated,1865-19561993,pp.
522-59.T.J.WatsonJr.,Father,Son&Co.:mylifeat、rβMα ηdByoπd1990,高 見
浩 訳 『IBMの 息 子 』 上 巻 新 潮 社,1991年33-37頁)。
(2)エ イ ケ ンは① 正 数 と負 数 の 両 者 を 取 り扱 え る こ と,② 数 学 的 な機 能 の 完 備,③
自動 的 な操 作,④ 通 常 の数 学 的 な手 順 で 計 算 可 能,の4っ を理 想 的 な計 算 機 の 条
件 と し,IBMの カ ー ド処 理 機 能 を 備 え た電 気 機 械 式 解 析 機 の 開 発 を考 え て い た 。
こ の機 械 は39年 に 製 作 が 開 始 さ れ,IBM自 動 逐 次 制 御 計 算 機(ASCC),別 名
マ ー ク1と 呼 ば れ る こ とに な った 。ASCCは 数 を 記 憶 す る72個 の計 数 器 を備 え,
そ れ ぞ れ が23桁 の数 と正 負 の 符 号 を取 り扱 え る よ うに な って い た 。パ ンチ テ ー プ
か ら は命 令(そ れ ぞ れ24桁 の2進 法 で表 示)が,そ して パ ンチ カ ー ドか ら は デ ー
タが入 力 さ れ た。ま た手 動 式 で あ った が,60個 の 置 数 器(レ ジ ス タ ー)も 備 え て い
た。演 算 速 度 は23桁 の2っ の数 字 を処 理 す る場 合,加 減 算 で は10分 の3秒,乗 算
で は4秒,ま た 除 算 で は10秒 に す ぎず,人 間 な ら6カ 月 か か る計 算 を た った1日
で 処 理 す る こ とが で きた。 しか しそれ は75万 個 以 上 もの 部 品 が詰 っ た 巨大 な仕 掛
け だ っ た と い わ れ る(シ ャ ー キ ン前 掲 書10HO2頁)。 な お、IBMは そ の協 力 に対
して 功 労 を称 え られ る もの と思 って い た が,エ イ ケ ンが功 績 を 独 占 しよ う と した
た め,ワ トソ ン1世 を 激 怒 させ た と い う(R.Sobel,TheStruggleforthe.Future
IBMandThe/apaneseChallenge,1986.羽 林 泰/中 山 淳 訳 『IBMvs,JAPAN』 ダ
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イナ ミックセ ラーズ,1986,p.30)。
(3)シ ャーキ ン前掲書14餅168頁 。K.Flamm,CreatingtheComputer,Brookings
Institutionsl988.PP.47-48.
(4)シ ャーキ ン前掲176-217頁,『 電 子1業 年 鑑1974』276頁 。 ヱ ドサ ックはにわ
か仕 立の コ ンピュー タであ ったが,世 界最 初の ノイマ ン型(プ ロ グラム内蔵式 で
逐 次処理 を行 う)コ ンピュー タで,水 銀遅延管 を用 い,5フ ィー ト管 の1本1本 に
は それぞ れ576ビ ッ トの デ ・一タを蓄 え るこ とが で きた。}モ記憶 装 置 を含 む中 央処
理装 置 に は この よ うな管が全 部で32本 使 われ,結 果 はテ レプ リンターで打 ち出 さ
れ た。3,000本 もの 真空 管が使 われ,加 算 な ら1 .4ミ リ秒 で処理 で きた。 またsこ
の コ ン ピュー タのユ ーザ ー は機械 の プ ログ ラムを組 むの に 英語 の ア ル フ ァベ ッ ト
と世界で最初 の コ ンピュー タ ・アセ ンブ ラ言語(ト ランス レー ター菖語)の1っ
を使 用 す る こ とが で きた。文 字 は機 械 が 二進 数 に変換 す る仕 組 み に な って い た
(シ ャーキ ン前掲 書219頁)。 一方,エ ドバ ックは エニア ックの欠点 を克服 す るた
め に な進 数 に よ る表現 と プ ログ ラ ム内 蔵 方式 を設 計 の 中心 と した初 めて の コ ン
ピュー タで あ ったが,設 計 ・開発 を担 当 した エ ッカー トや モー ク リー らとノイ マ
ンが対 立 し,両 者 と もこの計 画 か ら抜 けたため計画 は大 き く遅 れ
,結 局,最 初 の ノ
イマ ン型 コ ンピュー タの名 誉 を エ ドサ ックに譲 るこ とにな った(高 橋三 雄 『わ か
りやす い コ ンピュータ用語 辞典』 ナ ツメ社,1989年,57頁)。
(5)Flamm,op.C2t.,p.51.シ ャー一キ ン前掲 訳書244-262頁 。 レ ミン トン ・ラン ド社
は 当 時既 に オ フ ィス用事 務 機 器 の大 手 メ ー カ ー と して有 名 だ っ たが,50年 に
EMCCを 買 収 し,そ の ノウハ ウ と人材 を獲得 してか らは コ ンピュー タ業界 に も進
出 し,ユ ニパ ック1で コ ンピュー タ史 上 に残 る大 きな成功 を収 め,52年 に もエ ン
ジ ニ ア リング ・ リサ ーチ ・ア ソシエ イ ッ(ERA)を 吸収 合 併 した(同 上 書263
頁)。
(6)ワ トソ ン 」に前掲 書 上巻263-288頁 。 ワ トソ ン2世 は,当 時 のIBMが 赫 々た る
成功 の故 に視野 が狭 くな る とい う停滞 期 に差 し掛 か って い る と考 えて いた。 ち ょ
うど同 じ時期 に映 画産 業 は 自己を娯楽 産 業で はな く単な る映画 産業 と規定 して い
た が故 に テ レビの実力 を見誤 り,ま た鉄道 業 界 は広 義 の輸送 産業 とい う視点 を欠
いて いたが故 に トラ ック輸送 や航 空輸送 の実力 を見誤 る ことにな った と看 倣 して
い た。また ワ トソン2世 は コ ンピュー タと磁気 テー一プ分野 へのIBMの 参 入 が不 可
欠 と考 えて いたが,ワ トソ ン1世 を初 め とす るIBMの 幹部 は会計 分野 にお いて は
穿孔 カー ドが 世界最 良 であ り,磁 気 テ ー プ はIBMに は な じまな いと信 じて い た
(同 上書265頁)。
(7)『 電 一子 一■業年鑑1969』246-247頁 。
(8)『 電 子 工業年鑑1975』315頁 。IBMの シス テ ム/360は67～68年 を ピー クに71
年 を境 と して370へ の世代 交 代 を遂 げ たが,370は73年 を ピー クに 下降 に転 じ
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た 。
(9)『 電 子工 業 年 鑑1979』415頁,『 電 子 工業 年 鑑1981』270頁 。 な お,事 務 用 超 小 型
コ ン ピ ュ_タ(SBC,L体 の オ フ コ ンに該 ・当)で は,78年 末 に 首位 がIBM(31%)
で,以 下 は ワ ン グ(18%),DEC(9%),バ ロー ズ(8%)な ど が続 いて い た 。
(10)佐 野 紳 也 ・出 川 淳 『コ ン ピ ュー タ』 日本 経 済 新 聞 社,1993年,44-68頁,『 電 子
1業 年 鑑1975』268-273頁 。 コ ン ピ ー タの臓 は}体 興 業 銀 行 調 査 剖`庵 子 計 算
機 産 業 の競 争 条 件 に関 す る一 考 察 」 『調 査 月 報 』No.146,1968年11月,16fミ 。
(11)k.T.Delamarter,BigBlue,1986.青 木 榮 一一訳 『ビ ッ グ ブ ル ー』 日本 経 済 新 聞 社,
1987年,30-33頁,日 本 興 業 銀 行 調 査 部 前掲 論 文20頁 。
(12)ワ トソ ン1世 は 「ビ ジ ネ ス は サ ー ビ スで あ る 」と い う思 想 を持 って い た か らで,
機 械 を 売 り渡 す こ と な く,機 械 の 保 守 を そ の他 の サ ー ビ ス と共 に提 供 し,賃 貸 料
金 を 受 け取 る レ ン タル 制 度 こ そ は ま さ に彼 の信 条 に 合 致 して い た の で あ る(同 上
21頁)。
(13)Cortada,op.cit.,pp.92,14fi.Flamm,op.cit.,pp.30-31.
(14)大 恐 慌 期 に 機 械 の 販 売 は激 減 して も,カ ー一 ド販 売 は堅 調 だ っ た。IBMは33年 に
も千 枚 当 り1.40ド ル の カ ー ドを1億 枚 売 った。 ま た カー ド販 売 収 益 は30～50年
に はIBMの 全 利 益 の25%,戦 時 特 殊 事 情 の な く な っ た50年 に は 約3分 の1に
上 った と い う(lbid.,pp,146-147.日 本 興 業 銀 行 調 査 部 前 掲 論 文24-25頁)。
(15)デ ラ マ ー ター 前掲 書45-47頁,ソ ー ベ ル 前掲 書35-37頁 ・ 第1号 ユ ニ パ ッ ク は
51年 に約100万 ドル の 価 格 で 納 入 され た が,評 判 が 良 か っ た た め に政 府 機 関 か ら
追 加 注 文 が きた 。53年 に は民 間 企 業 で 初 め てGEが1台 購 入 し翌 年 に納 入 さ れ た
と い う(同 書35頁)。
(16)ソ ー ベ ル 前掲 書54頁 。
(17)ソ ー一ベ ル 前 掲 一書55頁 。
(18)『 電 子 幽【業 年 鑑1974』277頁 。IBM702は ユ ニ パ ック1に 比 べ て 性 能 面 で 劣 って
い た 。 な お,コ ン ピ ュ ー タ は ユ ニ パ ッ ク1が 真 空 管 式 の,58年 のUSSCが トラ ン
ジ ス タ式 の,63年 の ユ ニ パ ッ ク1824がIC式 の そ れ ぞ れ 嗜 矢 と さ れ て い る よ う
に、技 術 的 先 駆 機 はす べ て レ ミン ト ン ・ラ ン ド(後 の ス ペ リー ラ ン ド)社 に よ って
最 初 に発 表 され て い る。 しか し米 国 コ ン ピ ュ ー タ産 業 史 の 各 段 階 を設 定 した の は
や は りIBMで あ った と い オ)れ る(『 電 子1業 年 鑑1975』271頁)。
(19)デ ラマ ー ター一前 掲 書50-56頁 。IBMは 独 占体 制 を 誇 る穿 孔 カ ー ド式 機 器 市 場 の
ユ ー ザ ー に は高 い料 金 を,コ ン ピュ ー タの ユ ー ザ ー に は 低 料 金 を課 す 差 別 価 格 に
よ って,コ ン ピュ ー タ市 場 を 支 配 して 行 った と い う(同 書53頁)。
(20)1940年 代 末 か ら50年 代 に か け て コ ン ピ ュ ー タ分 野 に 新 規 参 入 した 企 業 は 次 の
4っ の 系 列 に大 別 で き る とい う。 第1は 既 存 事 業 を 伸 張 さ せ る新 製 品 を求 め て い
た 伝 統 的 な 事 務 機 器 企 業(IBM,NCR,ア ンダ ー ウ ッ ド,バ ロ ーズ),第2は 専門
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技 術 を生 か して 別 の 製 品 分 野 を 開 拓 しよ う と した エ レク トロ ニ ク ス志 向 企 業(AT
&T,IT&TyRCA・WH・GE) ・ 第3は 軍 需 企 業(ノ ー ス ・ ップ ,レ イ セ オ ン,
ボ ー イ ン グ,ダ グ ラ ス ,ロ ッキ ー ド),第4は 若 い小 企 業 で 通 例 技 術 者 が経 営 し
,
ほ とん ど が 資 金 不 足 と経 験 不 足 か ら脱 落 して しま った 企 業 で あ る(ソ ー ベ ル 前 掲
書36頁)。 ワ トソ ン2世 はRCAこ そ 容 易 な らぬ敵 と看 倣 して い た
。50年 代 半 ば
に はRCAはIBMの2倍,GEは5倍 の経 営 規 模 を有 し
f最 良 の人 材 と 巨額 の 資
金 を 投 入 され た らIBMは ひ と た ま り も な く蹴 散 ら さ れ る だ ろ う と恐 れ て い た と
い う(ワ トソ ンJr .前 掲 書 下巻100頁)。
(21}Flamm,gyp.cit.,p .96.
(22)ワ ト〃Jr前 掲 謝3-1蹟 ・C .H.Fergus・nandC .RM。rris,Compute召
Wars:HowtheWestCanWzninaPost -IBMWorld
,1993.,藪 暁 彦 訳 『コ ン
ピ ュ ー一タ ー ・ウ ォ ー ズ21世 紀 の覇 者 』 同 文 書 院 イ ン タ ー ナ シ ョナ ル
,1993年15
頁 。『電 子L業 年 鑑1969』242頁 。IBM以 外 の メ ー カ ー一も防 衛 関 連 の 大 きな契 約 を
落 札 した が,そ こで 開 発 した 技 術 の 商 品 化 に 手 間 取 っ て い た と い う(同 上 書15
頁)。
(23)IBMの 総 収 入 は52年 に33 ,400万 ドル,う ち売 上 収 入10 ,300万 ドル,レ ン タル
サ ー ビ ス収 入23,100万 ドル で あ った
。 仮 に53年 以 降PCSの 製 造 出 荷 が 完 全 に 停
1fし た場 合 で も,レ ン タ ル機 器 の レ ンタ ル サ ー ビス収 入23
,100万 ドル は 安 定 的 に
得 られ,更 に カ ー ドな ど売 上 収 入10 ,300万 ドルが 期 待 で きた。 っ ま り SPCSの 全
面 的 製 造 出 荷 停 止 に もか か わ ら ず,前 年 度 並 み の 総 収 入 を 維 持 で き る仕 組 み に
な って い た の で あ る(日 本 興 業 銀 行 調 査 部 前掲 論 文27頁)
。
(24)シ ャー キ ン前 掲 書279頁 。 コ ア ・メ モ リ化 され た 改 良 型702が 納 入 さ れ 始 め る
と,ユ ニ パ ッ ク は 時 代 遅 れ と な り,56年1】 月 の 大 統 領 選 挙 で もIBMの コ ン
ピ ュ ー タが 活 躍 す る こ と に な った(ワ トソ ンJr
.前 掲 訳 書 ド巻32頁)。
(25)こ れ に不 満 な技 儲 達 は57年 に ス ピ ンわ して 大 型 縞 速 コ ン ピ
ュ ー タ製 造
専門 の 会 社 コ ン トロ ー ル ・デ ー タ社(CDC)を 設 立 した(目 本 興 業 銀 行 調 査 部 前 掲
論 文18頁)。
(26)同 上 論 文2頂 ・ ワ トソ ン 」r前 掲 書 蜷3・ 碩
.シ ャ ー キ ン前 儲303-3。 碩 。
ソー ベ ル前 掲 書156-158頁 。
(27)Flamm,op,cit.,p.9fi.
(28)フ ァ ー ガ ソ ン/モ リス前 掲 書18頁 。Flammop ,cit.,pp.97-98.50年 代 末 に米 陸
軍 が 互 換 マ シ ン ・フ ァ ミ リー を 計 画(IBM ,シ ル バ ニ ア,フ ィル コな ど の大 手 メ ー
カ ーが コ ン ピ ュ ー タを 開 発)し た が
,プ ロ グ ラ ムが 限 られ て お り,市 場 も小 さか っ
た の で 不 成 功 に終 わ った(fbidP .97)。
(29)ワ トソ ンJr.前 掲 書 下巻176頁 。
(30)同 上 書173頁 。1966年 に リア ソ ン(後 にIBMのCEO)は 「360の 開 発 の 決 定 は
,
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企 業 に もた らす 影 響 に お い て ア メ リカ の 産 業 史 上 空 前 で あ り,そ れ は ボ ー イ ン グ
の ジ ェ ッ ト機 の 導 入 決 定 や フ ォー一ドの数 百 万 ドル を 要 す る ム ス タ ング製 造 決 定 の
そ れ を 凌 ぐ」 も の だ っ た と語 っ て い る(ソ ー ベ ル 前掲 書147頁)。
(31)ワ トソ ンJr.前 掲 書 下 巻177-178頁,フ ァー ガ ソ ン/モ リス 前掲 書19頁 。
(32)Flamm,op.C2t.,pp.98.ワ トソ ンJr.前 掲 書 ド巻176-177頁 。
X33)Flamm,op.czt.,pp.101-102.
(34)ワ トソ ンJr.前 掲 書190-191頁,『 電 子 工 業 年 鑑1973』331頁,フ ァー ガ ソ ン/モ
リス前 掲 書19頁,デ ラマ ー タ ー前 掲 訳 書.1.131頁 。360シ リー ズ は68年 に
最 後 の 機 種 を 発 売 し,70年 か ら370シ リ ー ズ を 発 売 した(ソ ー ベ ル 前 掲 書122
頁)。
(35)ソ ー ベ ル 前 書158-164頁,フ ァー一ガ ソ ン/モ リス前 掲 書21-22頁 。
(36)『 電 子1:業 年 鑑1975』271-272頁 。
(37)Flamm.。p.cit.,p.103.な お,ア ム ダー ル(IBM互 換 メ イ ンフ レー ム)や ク レー
(大 規 模 ス ー パ ー コ ン ピュ ー タ)な ど の新 しい 専 門 メ ー カ ー は特 定 の ニ ッチ市 場 へ
と食 い込 ん で 行 っ た。
(38)フ ァ ー ガ ソ ン/モ リス 前掲 書26-29頁 。 メ イ ン フ レー ム に 限 れ ば,IBMの シ ェ
ア は84年 に お い て も全 世 界 の77%と 依 然 と して 高 か った(デ ラマ ー ター 前 掲 書
377頁)。
(39)南 澤 宜 郎 『日本 の コ ン ピ ュ ー タ産 業 発 達 史 』 日本 経 済 新 聞 社,1978年211頁 。
(40)同 上 書15-16頁 。 岡 崎 は配 線 や調 整 に高 校 卒 の 未 経 験 者 男1名,女2名 程 度 を
使 っ た だ け で,ほ と ん ど独 力 でFCIJICを 完 成 さ せ た 。 そ の 経 費 は 部 品 や 材 料 に
197万 円 が か か っ た だ けだ とい う。
(41)南 澤 前 掲 書70-71頁 。 日立 は 日本 最 初 の オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム ・シ ス テ ム
で あ る国 鉄 の電 磁 自動 座 席 予約 装 置MARSを 開 発 し,64年2月 に はHITAC3030
型 を 使 ったMARS101に よ り 「み ど りの窓 口 」を 本 格 稼 働 させ た の で あ る。日 立は
61年5月 にRCAと 技 術 提 携 を 結 び,RCAマ シ ンの 国 産 化 路 線 を追 求 す る よ うに
な った。だ が 一 方 で,自 社 開 発 路 線 も維 持 し,純 国 産 技 術 に よ る技 術 計 算 用 大 型 マ
シ ンHITAC6020を 発 表 し,国 産 で は 大 型 は無 理 と さ れ て き た そ れ まで の常 識 を
覆 した(同 書73-74頁)。
(42)『 電 子 工 業 年 鑑1975』273頁,『 電 子1業 年 鑑1976』674頁 。 日立 とRCA,三 菱
電 機 とTRW,日 本 電 気 とハ ネ ウ ェ ル,沖 電 気 と ス ペ リー ラ ン ド ・ユ ニ パ ック,東
芝 とGE,松 下 電 器 と フ ィ リ ッ プ ス が そ れ ぞ れ 提 携 した(那 野 比 古 『日米 コ ン
ピ ュ ー タ戦 争 』 日本 経 済 新 聞 社,1982年,145-146頁)。 『電 了[業 年 鑑1973』241
-250頁 。
(43)『 電 子 工 業 年 鑑1976』675-676頁 。
(44)南 澤 前 掲 書74-77頁,日 本 電 子 機 械 工 業会 『電 子 工業30年 史 』223頁 。
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(45)同 上 書74-84頁 。
(46)同L書85-89頁 。
(47)「 司 屠77-78・224頁 ・JEccは 大 手 国 産 機 メ__..社 を 発 起 人 兼,.と す る
純 民 間 会 社 だ が,国 策 色 が 強 く発 足 当初 か ら 日本 開 発 銀 行 の 特 別 融 資 を 受 け て い
た(階7頂)・ ま た・JECCの 果 た した 役 割 は非 常 に 大 き く
,1堺 的1こ も例 の な
い もの だ っ た の で・ フ ラ ン ス の マ シ ン ブ ノレが レ ン タ ル 制 に よ る 大 き な 痛 手 力
、ら
GEの 軍 門 に 降 っ た 後 に は ,欧 州 諸 国 が わ ざ わ ざJECCの や り方 を調 べ に き た こ
と もあ った と い う(南 澤 前 掲 書93頁) 。
(48)『 電 子L業 年 鑑1975』274頁 ,南 澤 前 掲 書141-142頁 。
(49)r電 子ll業 年 鑑1975』280頁 。
(50)友i敏 富 「コ ン ピ ュ ー タ」(rE!本 鰍 産 業 の現 況 と9・ 年 代 の 筋 』 機 械 癩 協
会 繍 研 究 所 ・ 第2章 第3節),r電 子1'業 年 鑑1976』67碩
.W.H.Davids。n,
Thθ 肋 伽gRα ω ・1984 ,筑 紫 哲 艦 訳rコ ン ピー タ ・ウ ォー ズ』 ダ イ ヤ モ ン ド
社f1984年,197-199頁 。
(51)『 電 「i業{艦1991』267頁 ・ 例 え ば ,NECは.'=たLSI技 術 硝 景 に米.、 ネ
ゥ ェ ルが 断 念 した超 大 型 コ ン ピ ュ ー タACOS800やACOS900を 自 力 で 開 発 し
,
ノ'ネ ウ ェ ル ヴ ル が 得 意 とす る・1・型 マ シ ンの 分 野 で も絶 対 的 な働 乞
の座 を 確 保 し
て いた と い う(中 川 靖 造" 一技 術 で 撃 て』 ダ イ ヤ モ ン ド社 ,1992年242頁)。
(52)『 謝 礫 年 鑑1991』339-34・ 頁 ,栗 田 昭 平rコ ン ピ ュ ー タ』(改 定 版)肺 繍
新 聞 社 ・1989年 ・15-18頁 ・D.lchbianandS .L.Knepper,ThEMakingof
Micros・ ∫`・1992・椋1晒 子計《rマ イ ク ・ ソ フ ト』 ア ス キ ー 出版 局
,1992年,4碩 。
なお,日 本 で もNECが79年 に最 初 の国 産 パ ソ コ ン9801を 発 表 して 追 随 した
。
(53)従 来1億 円 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タで 処 理 して い た もの を500万 円 の オ フ コ ン10
台 で 轍 処 理 し・ これ に よ り運 用 コ ス ト,運 用 の 手 間 ,シ ス テ ム醗 コ ス ト等 を 削
減 す る と い っ 働 きが 起 きて い る(r電 子 ・二業 年 鑑1991』268頁)
.rl体 繍 新 聞 』
1991年3月30Ll一 号。
(54)『 電FII業 年 鑑1983』372-373頁 ,フ ァー ガ ソ ン/モ リ ス前掲 書32頁 ,J.S.
Y・ung,Steve」 ・bs:The」 ・urneyistheReward1988
.Fl暮 雅 通 訳rス テ ィー ブ.
ジ ・ ブ ズ』q二)JICC出 版 ・1989年,11碩,J.WallaceandJ .Erieks。n,Hard
Drive:BillGatesandtheMakingoftheMicrosoftEmpire1922
.奥 野 卓 司 監 訳




,1994.鈴 木 主 税 訳 『帝 王 の 誕
生 』 三 田 出版 会,1995年88-92頁 。
(55)同 上書92-102頁,イ ク ビア/ネ ッパ ー前 掲 書50-57頁
,ウ ォー レス/エ リク ソ
ン前 掲 書94-105頁 ,ソ ー ベ ル前 掲 書273頁 。
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ヤ ン グ前 掲 書132137頁,フ ァ ー ガ ソ ン/モ リス前 掲 書32頁 。
フ ァー ガ ソ ン/モ リス 前掲 書34頁 。
ク リ ン ジ リー前 掲 書103-120頁 。 シ ャ ー一キ ン前 掲 書341-343頁,ヤ ン グ前 掲 書
180-231頁 。 ア ・ソプ ルHは77年 に4,000台 を 売 っ た と はい え,市 場 で1番 人 気 の
マ シ ンは ア ル テ ア とそ の 互 換 機IMSAIで あ った 。だ が,79年 に はす べ て の 競 合 会
社 に打 ち勝 ち,パ ソ コ ン とい え ば ア ップ ル を 指 す まで に な った と い う(同 書206-
231頁)。 ま た,ア ッ プ ルIIは 発 売 後 数 年 間,オ フ ィ ス向 け で は1番 の ヒ ッ ト商 品
とな り,80年 に ア ・ソプ ル社 が 株 式 を 公 開 した際,販 売 額 は実 に1億 ドル に も達 し
た と い う(フ ァ ー ガ ソ ン/モ リ ス前 掲 書34頁)。
(59)前 掲 同 書37頁 。 とい うの も,パ ソ コ ンは小 売 商 品 の よ うに代 理 店 を 通 して売 ら
れ,品 質 の 水 準 が 低 く,ソ フ トウx.ア も素 人 じみ た もの ば か りで,商 品 寿 命 が 著 し
く短 か った の で,IBMた る もの が この よ うに 一 時 的 な流 行 を 追 う よ うな 事 業 に 手
を 染 め るべ き で はな い と看 倣 され て い た か らで あ る。
(60)エ ス ト リ ・ソジ は オ ー プ ンな 市 場 で 性 能 が 実 証 さ れ て い る部 品 だ け を 使 う こ と に
よ り,余 計 な 検 査 を せ ず に 部 品 の 信 頼 性 と品質 を維 持 した と い う(同 上書39頁)。
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